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は　じ　め　に

岡山市は、平成9年に岡山築城400年を迎え、この1年間様々な記

念行事を行ってまいりました。教育委員会としても、実にいろいろな

行事に取り組んでまいりました。例えば、普段は内部が見られない月

見櫓や西手櫓を1年間にわたり開放し、市民のみなさまに見ていただ

けるようにしたり、あるいは、本丸中の段の発掘調査の出土資料や成

果などの展示と解説を行ってきたりしました。岡山城の再認識や再

評価に、いくぱくかの貢献ができたのではないかと思っております。

築城400年記念行事は、成功裡に終えることができました。しかし、

今年もまた、岡山城の整備事業や発掘調査等多くの課題を、当教育委

員会は遂行していかなければなりません。岡山市の文化財行政の内

情は、相変わらず過酷な状態と言えます。

大量に出土する埋蔵文化財の保管場所も、一段と厳しい状況になっ

ていますが、今年度は、積年の出土物を多く展示する企画が実現しま

した。少しでも埋蔵文化財に親しんで貰えるように努力を続けてお

ります。しかしながら、このような環境のもとで良しとしているわけ

ではありません。当市も、平成9年度に埋蔵文化財センターの用地取

得費が認められ、建物の設計にも着手いたしました。いよいよその建

設に向けて具体的な第一歩を踏み出しました。近い将来には、市内出

土の遺物をいつでも気楽に見ていただけることと思います。

市民の要望と現状との間隙はまだまだ埋めがたいものがあります

が、埋めるべく努力は続いています。

本書が市内における埋蔵文化財保護行政の一助となり、活用されれ

ば幸甚に存じます。

平成10年3月

岡山市教育委員会

教育長　戸村　彰孝
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例　言

1．本書は1996（平成8）年度の埋蔵文化財に関する事業と調査成果及び保護行政の概要報告である。

2．本書の執筆は全体編集が神谷正義、発掘調査の概要は各担当者が分担して執筆した。

実測・トレースは各担当者が実施。

3．本書に関係する実測図・写真・遺物等はすべて岡山市教育委員会で保管している。

4．本書はあくまで速報性に重点を置いた内容である。したがって、紹介の調査成果は整理途上であり、正式な報告書

刊行の時点で訂正される性格のものであることを御了承願いたい。

5．遺物の洗浄・整理・トレース等で、多くの方々（氏名の列記は省かせていただきます）の協力を得ています。関係

された皆様に感謝いたします。

I．発掘調査の概要

Ⅱ．埋蔵文化財関連の協議と調整

Ⅲ．普及・啓発事業と刊行物

Ⅳ．受領図書一覧

V．資料の紹介と研究ノート

目　次 詰揖肛錨地描法砧出品正昔話旗正憲畠抽出青葉正鵠品瑞輔抽抽出

岡山市文化財係の紹介輔和正鞘都手相帖和臨加討

1．1996（平成8）年度文化財係の組織図と仕事

文化課　　　　文化財係 埋蔵文化財保存事業

2．担　当　職　員

文化課長　富岡　博司

文化財専門監　出宮　徳尚

課長補佐　根木　　修

主　　任　神谷　正義

文化財保護主事　乗岡

文化財保護主事　扇崎

実

由

文化財保護主事　草原　孝典

文化財保護主事　高橋　伸二

文化財保護主事　河田　健司

文化財保護主事　安川　　満

3．収　蔵　施　設

赤　坂　収　蔵　庫

芳　田　収　蔵　庫
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開発事業等との協議・調整と確認調査・立会

発掘調査

庁内関連各課との連絡・協議・合議

出土遺物の整理と資料化及び報告書作成

出土遺物の保管と収蔵庫の管理

発掘速報展

分布調査と遺跡台帳の整備



I．発掘調査の概要
漣韮悲喜丑曇邑揖遮端点出土揖虻出道韮堪走出罠拙基規正Ⅱ群昭輝圃描揖旭志 ≠：鞘猫宍：：￥：￥鮮餌只事

発掘調査（98条の2）

①上伊福・南方（済生会）遺跡

②雄町（アクアガーデン）遺跡

③上沼（吉備病院）遺跡

④津島江道（岡北中）遺跡

⑤岡山城二の丸（中電変電所）跡

⑥米田（米田橋）遺跡

⑦岡山城本丸内堀遺構

⑧乙多見（山陽電研）遺跡

発掘調査（第57条の2）

⑨備前国府推定地
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たちばな

遺跡（上伊福立花Ⅲ調査区）
劃混姓媒混成那鎚脇親閲昆感錨地脇鮨規磁拶測温嶽描瑞捉地

調査期間　960802～961226

調査面積　約1，500m2
担当者　扇崎　由・安川　満

みなみかた　さいせいかい

南方（済生会）
卓淀疲由由鍾瑞環藍謹融出道謳誼鶴裟

所在地　伊福町1丁目

調査原因　病院施設建設

時　　代　弥生時代～

遺跡の概要　　当調査区は立花Ⅱ調査区の北隣にあたり、
立花Ⅱ調査区の成果から平安時代～中世の河道及び溝群、
弥生時代中期～古墳時代初頭の遺構群の検出が予想され

た。立花I、Ⅱ調査区の微高地は南側に広く拡がるよう
で、約100mほど南の中央病院敷地内の試掘において同一
の微高地の末端部と考えられる土層を確認している。ま

た北東側に隣接する交差点部分では共同溝埋設工事に伴
い県立古代吉備文化財センターにより調査がなされてお
り、さらに北側にも断続的に遺構が展開している様子が

わかってきている。

調査の概要　　当調査区では既存建物による撹乱が著し
いものの、主に平安時代～中世の溝群、弥生時代中期～古

墳時代初頭の遺構群を検出した。
平安時代～中世の溝群は調査区の東側に集中しており、
南北方向に流路をとるSDlOO、SDlOlと、東西方向で、東

側からSDlOOに合流するSD102が存在する。この
SDlOO、SDlOlは立花Ⅱ調査区のSD2006、SD2011にそ
れぞれ対応するものと患われる。SDlOOには、SD102の
合流部分対面を中心に護岸の「木組み」が存在する。この

部分でSDlOOは幅、深さとも大きく変形しており、この
護岸がSDl02からの合流水に対するものであることが予
想される。この護岸の構造は、杭に横木を組み合わせ、ア

ンベラ状の編物を敷いたもので規模の
差はあれ立花Ⅱ調査区のSD2007、

SD2011の「木組み」と共通する。
弥生時代中期～古墳時代初頭の遺構
群は微高地基盤上面で検出した。微高

地は調査区西よりに岬状古，こ突出するも
のと、北東端部に存在し、両微高地間
と北西端は低地部になっている。検出

遺構は遺物が伴うものが少ないため時
期を決定することが難しいが、多くは
弥生時代中期に属するものと考えられ

る。この大半は柱穴であるが、遺構の
重複と撹乱により建物として認識する
ことは困難である。唯一・岬状の先端付

近に2間×1間以上の掘建柱建物を検

出している。またSE58は弥生中期後
半に属する井戸であり、径約1．0m、検

享子≡ヨ丁二

・－　　　1コ．．・．－．－

「二㌢＝コ

第1図　調査地点

第3図　発掘区全景

第2図　掘立柱建物

第4図　S E58

出面からの深さ約2．8mを測る。この最下層には大型の槽が投棄されていたほか、シカ、イタチ、ネズ

ミ、カェルなどの骨が大量に出土しており、さらに昆虫の破片も多量に含まれていた。
一方、中央部から南東端にかけての谷状の低地部では、5基の貯蔵穴状の土坑が検出された。土器等
の出土が少ないためはっきりしないが、層位からすると弥生時代前期に逆上る可能性もある。このう

ちSK127からはヒョウタンが出土している。
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おまち

雄町（アクアガーデン）遺跡

所在地　岡山市雄町350－8ほか三筆

調査原因　都市公園建設

時　　代　弥生時代ほか

遺跡の概要　　雄町遺跡は旭川の東岸に位置し、付近

には幡多廃寺下層遺跡、乙多見通跡などの弥生時代の

集落遺跡もある。新幹線の建設に伴う発掘調査で、前
期から中期にかけての墓群や住居跡が多数検出されて

おり、周辺の集落遺跡の中核的性格をもつものであっ

た可能性が推測される。付近における小規模な発掘調
査や、立会調査の成果から、雄町遺跡の広がりは東西

800m、南北400mにもおよぶ範囲と予想されるが、そ

の内部は大小の徴高地上に形成されたいわば集落群と
いった景観であったと思われる。しかも前期から後期

にかけて全般にその範囲に集落が展開するというので

はなく、中期末から後期にかけて北側に遺跡の範囲が
拡大する傾向がありそうである。また今回の調査地点

の南西約150mの位置にある宅地の庭から、銅鐸が出土
しており、雄町遺跡も奈良県の大福遺跡や愛知県の朝

日遺跡のように、銅鐸を有した拠点的な集落であった
可能性が高い。

なお、当調査区より南側70mの地点での調査や、南

西50mの地点での調査成果と合わせると、新幹線より
北側の雄町遺跡は、微高地上部についてはかなり掘削

されており包含層はほとんど残存していない傾向があ

る。検出される遺構は弥生時代後期初頭が主体である。
一方、低位部については上部を微高地部の包含層に

よって埋められており、目につく遺物の量は微高地部
よりも多い。

調査の概要　　今回の調査地点は、昨年度におこなっ

た便所の浄化槽部の発掘区に隣接した位置で、便所本

体の建設予定地である。検出できた遺構面は、弥生時

代後期前半、同申期末、縄紋時代晩期の3面である。上
面の水田層中には須恵器や土師器の破片も認められ、

付近に該期の遺跡が存在するものと思われる。

弥生時代後期前半の面では、竪穴住居3棟、掘立柱建

物1棟、土壌などが検出されており、今回検出できた遺

構面のうち最も遺構密度が高い。

竪穴住居1（第3、5、6、7図）は3．2mx2．4mの方

形プランで、柱穴が2つ確認された。焼失家屋と考えら

れ、焼土と炭化木材が認められた。ただ、床面北半には

径0．5mの焼土面が2つ認められ、かなり堅く焼けし

まっており、何らかの作業工程において生じた可能性

村法迂即壇堵確五重た霊黒埼躍弟

㈱鐸環賽諜報群舞

調査期間　960408～960531

調査面積100．55Iが

担当者　草原　孝典

第1図　調査地点

第2図　弥生時代後期面

第3図　竪穴住居1

もある。床面には比較的多くの土器が検出されたが、

石器やサヌカイトの剥片などは認められなかった。土器は、壷、高杯、鉢、器台で、鉢は完形である。
土器は全て二次的に火を受けており、器表面はもろくなっている。
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0　　　　　2m
し＿＿　＿　　　　　　一一」

第4図　弥生時代後期面

① ②
③　一3．1m

①淡黄灰色土　⑥淡黄褐色土

②淡灰色土　⑦焼土

』去∃m霊霊雷雲霊霊芸荒土
⑤炭

第5図　竪穴式住居1実測図

′

10cm

」＋：「†」＿一トト十」＝∃

第6図　竪穴住居出土遺物（1）
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第7図　竪穴住居1出土遺物（2）
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第8図　竪穴住居2実測図
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第10図　竪穴住居3実測図

①茶灰色土

②淡黄茶灰色土

③茶灰褐色土

④淡黄灰褐色土

⑤灰褐色土

⑥淡灰褐色土

⑦淡黄灰茶色土

第9図　竪穴住居2出土遺物
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第11図　溝1出土遺物
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第12図　掘立柱建物実測図
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0　　　　　2m
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第13図　縄紋時代晩期、弥生時代中期末面

0　　　　1m

ととi！一一」

第14図　竪穴住居4実測図

①淡黄灰色土　⑥淡灰色土

②淡茶灰色土　⑦灰茶色土

③淡黄茶色土　⑧黄色土

④灰色土　　⑨淡黄灰色土

⑤焼土　　　⑩炭
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第15図　竪穴住居4出土遺物
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第16図　竪穴住居4出土遺物

〆

！．6m

色土で芋垂覇霊
第17国　土痍1実測図　②淡黄灰色土
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第18図　土壌2実測図

第19国　土壊1、2出土遺物
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竪穴住居2（第8、9図）は大半が調査区外へ出るた
め全形は明らかでないが、竪穴住居1と同様に一辺が

4mはどの方形プランと考えられる。柱穴が1つ確認さ

れており、その位置関係からこの住居跡も2つの柱で構

成されていた可能性が高い。遺物は埋土から多く出土
しており、あたかも北西コーナー付近から流入したよ

うな堆積状況を呈している。大半が婆胴部の破片で

あったが、長頚壷と器台の破片も若干ふくまれている。

器台については溝1から出土している器台片と同一個
体と考えられる。

竪穴住居3（第10図）は、調査区内でその一部が検

出されたのみで、明確なことはわからないが、方形プラ
ンのコーナー部分である可能性が推測される。遺物は、
土器の小片が埋土中から出土しているが、全形のわか

るものはない。

溝1（第11図）は、調査区の南端で検出されたもの

で、南に行くに従い深くなっている。長方形の土壌で
ある可能性もあるが、南側は調査区外へ出るため全形

は不明である。幅は最大で約0．4mとそれ程大きくない
が、埋土中からは土器が比較的多く出土した。出土し

た土器は、壷、婆、高杯、器台、製塩土器である。その

うち器台は竪穴住居2から出土した器台と同一個体と
考えられる。

第20図　掘立柱建物

第21図　竪穴住居4

掘立柱建物（第12図）は、調査区の中央やや南より

で検出されたもので、2間×1間の柱構成をしており、柱穴の掘り方は径約0．7mの円形で、深さは検
出面から0．6～0．7mである。柱痕跡から柱径は0．2～0．25mと推定される。遺物は、柱穴掘り方の埋土

中から壷の破片が出土している。建物の北側には不整形な土壌があり、位置関係からこの建物に付随

することも推測される。この土壌の埋土からは土器がまとまって出土しているが、全て底部より浮い
た状態であり、埋没過程で流入したと考えられる。

弥生時代中期末の面では、竪穴住居が1棟検出されている（第13図）。竪穴住居4は、調査区の中央
付近で検出されたもので（第14図）、一辺が約5．7mの隅丸方形の平面プランを呈する。中央には径約

1．8mの周囲を輪状に盛り上げた炉があり、柱は4本で構成されている。柱穴の深さは、床面から0．5～

0．6mである。壁体溝は南西部分で若干とぎれるものの、ほぼ全周している。遺物は大半が床面で検出

され（第15、16図）、南側で土器の破片が、北側では砥石、石錬、石斧、サヌカイトの剥片などの石
器類が出土する傾向があり、床面の遺物の分布状況に偏りがあった。また、後期初頭の遺構面ではサ

ヌカイトが全く出土しておらず、この地点を見る限り中期末と後期初頭の間で石器の使用頻度が極端
に変化しているといえる。中期末の遺構は、竪穴住居以外は検出されず、該期に属する遺物も住居内

以外からはほとんど出土していない。この地点に活発な遺構が形成されるのは後期初頭だけといえる。
縄紋時代晩期の遺構面で止、土壌が2つ検出されている（第13図）。土壌1は（第17、19図）、長径

約0．6m、短径約1mの楕円形のプランで、断面U字形である。遺物は埋土中から検出され、深鉢と浅

鉢がある。浅鉢は精製のもので、黒色磨研が明瞭である。土塀2（第18、19図）は、長径約1．7m、短
径約1．2mの不整円形のプランで、断面U字形である。遺物は埋土中から検出され、深鉢と浅鉢がある。

これらの土壌は出土した土器から、いわゆる原下層式に相当する。当調査区の南側約70mの地点での

立会調査でも縄紋晩期の土器片が出土しており、それ程密度は高くないものの晩期の集落遺跡が比較
的広範囲に形成されていると思われる。

まとめ　　今回の調査により雄町遺跡の北端付近の様相を知る資料が得られた。この地点では縄紋時
代晩期から生活痕跡が認められるものの、活発な遺構の形成は弥生時代後期初頭で、おそらく該期が

雄町遺跡の集落規模が最も大きくなった時期であることが推測される。岡山市高塚遺跡で出土した銅
鐸の埋納時期が後期初頭とされ、雄町出土の銅鐸もその時期であったとすると、雄町遺跡の拡大と銅
鐸の埋納とは相互に有機的な関係のあったことも想定されてくる。
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院）遺跡
混揖出端揖麗競売塩技正広Ⅱ斑閉園異端鎚払出揖鎚

調査期間　960729～960823

調査面積175Iが

担当者　草原　孝典

上沼（吉備病
施療iラ≡空≡≡竺望擢惣選詳筋転三＝≡∵　　　－‾‾‾千二二二二‾‾‾‾‾＿「‾…‾‘…二°‘こ＿三三＿＿＿＿こ＿＿車〒＿三

所在地　岡山市高松原古才587

調査原因　病院施設建設

時　　代　弥生時代～

遺跡の概要　　上沼遺跡は足守川中流域の東岸にあり、

近接して津寺遺跡、政所遺跡などの大規模な集落遺跡も

存在している。周辺の丘陵部には多数の古墳も築かれ

ており、中には全長100mを越える大型古墳も存在して

いる。この地が古代に吉備といわれていた地域の中枢

地であったことがうかがわれる。ところで、当遺跡の広

がりは、周辺における立会調査の成果から、吉備病院の

敷地を越えて北へ伸びていることが確認されており、か

なり大規模な集落遺跡である可能性が推測される。し

かしながら、面的な調査をおこなったことがなく、遺跡

の存続幅などの細かい点についてはよくわかっていな

かった。したがって、今回の調査は面積的には広くない

ものの、吉備中枢地に存在する上沼遺跡の実態を知る貴

重な調査例となることが予想された。

調査の概要　　検出された遺構面は上下2面で、上層は

現代および近世の水田層の下に形成されている。下層

は上層遺構面との間には幅約30cmの黒褐色粘質土の間

層があり、この間層には遺物がほとんど含まれていな

かった。

上層の遺構面は、現代の水田耕土を除去後、幅10～

20cmの近世水田層直下で検出した。基盤層は淡青黄灰

色の砂質土層で、それほどしっかりしたものではない。

検出された遺構は、土塀、溝、柱穴、窪み状遺構で、柱

穴は大半が調査区外へ出るものの、建物を構成しそうな

ものもある。しかし、柱穴の径は30cm未満のものばか

りで、それほど大きな規模の建物が存在したというので

はなさそうである。ただ、その柱穴も調査区の中央付近

でしか検出されておらず、当地点は住居域でも縁辺部に

位置することが予想される。土壌については、調査区の

南半で散在的に分布しており、円形のプランを呈するも

のと、方形のものとがある。深さは検出面から10～

20cmの浅いものばかりで、埋土も1層であった。どの土

壌にも遺物はほとんどふくまれていなかったが、一部に

土壌中央付近で炭がまとまって検出されたものがあり、

簡単な炉かもしくは焚き火の痕跡であることが推測さ

せられる。窪み状遺構は（第5、6、7図）、調査区の北

半で検出されたもので、幅は6m以上あり、溝になる可

－12　－



平安時代遺構図
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能性もある。ただ、この遺構は微高地を掘削して形成されており、埋土にも流水を示すような堆積土

層は認められず、大きな土壌になる可能性も考えられる。この遺構の深さは検出面から約60cmで、逆

台形の断面形をしている。遺物は須恵器と土師器が、遺構の底部および底部より若干上の位置でまと

まって検出された。須恵器は杯、皿、壷、鉢などがあるが、高台の付かない杯の底部は、へラ切り後

指で押さえている。高台の付く杯は、口径と器高の比から2群ぐらいに分かれそうである。高台の付か

ない杯は、口径12～12．8cm、器高3．6～4．0cmのほぼ1群にまとまりそうである。杯蓋のつまみは、断

面方形のものが多い。土師器は杯、皿、鉢、窪、鍋などがあり、量的には杯、皿などの供膳具が大半

を占めている。それらは基本的に回転台を用いて成形されている。破片数は多いが、復元できるもの

が少ないため法量の傾向については明確ではない。また、1点ではあるが墨書の認められるものがあ

る。破片であるため明確ではないが、文字というより何らかの記号である可能性が高いと思われる。土

器以外に鉄釘も2点出土した（第6図）。窪み状遺構は、出土した土器に須恵器が比較的多くみられる

点や、高台の付く杯の高さが若干高くなっている点、高台の付かない杯の底部調整などの特徴から、9

世紀前半の時期が考えられる。他の遺構については、遺物がほとんど出土していないため明確でない

が、この遺構面からは該期以外の遺物は検出されていないことから、窪み状遺構と大体同じ時期と推

定される。ただし、近世水田層中から中世の土器片も出土しており、なかには中世にくだる時期の遺

構もふくまれている可能性がある。

下層で検出された遺構は、土壌、溝、建物、竪穴住居である。比較的多くの遺構が検出されたわり

には、出土した遺物の量は少ない。そのため個々の遺構の時期については明確でない点が多い。また、

限られた面積の調査区内だけでの知見であるが、基盤となる微高地は北にいくにしたがいレベル高が

低くくなる傾向にある。しかし、その反面遺構の密度は増している。

建物1は、1辺が0．6～0．7mの隅丸方形の掘り方の柱穴で構成されており、2間×2間の総柱建物で

ある。柱穴の深さも、検出面から50～60cmはある。遺物は掘り方の埋土から須恵器の小片が出土して

いる。

竪穴住居は調査区北端で3棟が検出された。竪穴住居1は調査区の北西で検出されたもので、1辺が

4mぐらいの方形の平面プランと推定される。上面は上層の遺構によりかなり掘削されており、床面か

ら10cmほどしか残存していなかった。床面で柱穴が1つ検出され、遺物は埋土から須恵器の小片が若

干出土した。竪穴住居2は調査区の北端で検出されたもので、1辺3m以上の方形プランと推定される。

床面から柱穴が1つ検出された。遺物は埋土中から土師器の小片が若干出土した。竪穴住居3は竪穴住

居2に北側を削平されている。西壁にはカマドが付設されており、カマドの周辺の床面には炭層が分布

している。カマドを挟んだ両脇で柱穴が2つ検出された。遺物は埋土から土師器の小片が若干出土して

いる。

溝はほとんどが調査区の南半で検出されており、大まかには東西方向と南北方向の2群に分かれる。

切り合い関係から、南北方向の方が古い傾向がある。いずれも幅50cm未満、深さ20cm未満の小規模な

ものばかりで、遺物もほとんど含まれていない。ただ、溝1からは石斧（第6図）が1点出土している。

他に土師器の小片も含まれていることから、石斧は他の地点、もしくは他の遺構から流れこんだもの

と考えられる。

下層で出土した遺物は少なく、それぞれの遺構の時期を明確にすることは困難であるが、断片的な

土器から、大体古墳時代後期の遺構面と推測される。ただ、下層の遺構面が形成されている微高地基

盤層はかなりしっかりしており、同微高地上には他の時期の遺構も形成されている可能性はあると思

われる。

ま　と　め　　今回の調査で、上沼遺跡は少なくとも古墳時代後期の遺構面と平安時代前期の遺構面とが

存在していることが確認できた。また1点ではあるが石斧も出土していることから、付近に弥生時代の

遺構も存在する可能性がある。わずかな面積ではあったが、吉備中枢地に存在する上沼遺跡を理解す

るための貴重な資料が得られたと思われる。
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童監立道江蔓畳法定

つしまえどう　こうほくちゅう

津島江道（岡北中）遺跡

所在地　岡山市津島東1丁目1－1

調査原因　給食棟建設

時　　代　縄紋時代～

遺跡の概要　　津島江道遺跡は、旭川の西岸の沖積平野

部に位置する。付近には弥生時代前期初頭の集落遺跡

である津島追跡や、縄紋時代後期の集落遺跡である津島

（岡大）遺跡などがある。津島江道遺跡は、今回調査し

た地点以外でも校舎および浄化槽建築の際に発掘調査

されており、弥生時代から中世の集落や、突帯紋期と考

えられる水田を検出している。ただ、弥生時代から古墳

時代の遺構密度はそれ程高くなく、集落地としては縁辺

部にあたると推定され、該期の集落地の主体はより北側

にあるものと考えられる。また、同中学校敷地に北接す

る青年会館建築の際にも発掘調査がおこなわれており、

弥生時代から古墳時代にかけての住居跡や、官衛に関す

ると思われる掘立柱建物が多数検出されている。今回

の調査区は青年会館の敷地に隣接しており、遺構の様相

としては後者に近いことが予想された。

調査の概要　　検出できた遺構面は、縄紋時代後期、弥

生時代後期～古墳時代初頭、古墳時代後期、飛鳥時代～

平安時代である。遺物の量は弥生時代後期～古墳時代

初頭、古墳時代後期、飛鳥時代に属するものが多い。以

下各時期の概要を説明する。

縄紋時代後期には径20～30cmのピットが調査区全体

で検出されたが、遺構の中には遺物がほとんどふくまれ

ず、焼土や炭などの分布も認められない。おそらくキャ

ンプサイト的な遺跡ではなかったかと推定される。弥

生時代後期～古墳時代初頭は、調査区北側にある該期の

微高地の縁辺部にあたるらしく、調査区の北側では竪穴

住居2棟と土壌、そして調査区中央部では東西方向に西

流する幅約1．5mの溝が検出された。土壌からは銅銭が

1点出土しており、溝からは多量の土器が溝廃絶後の窪

み部分に投棄された状態で出土した。この溝は数回掘

り直されており、出土した土器の時期幅から、弥生時代

後期前半から古墳時代初頭まで同じ位置に存在してい

たと思われる。

古墳時代後期には竪穴住居が12棟、土壌、溝などが

検出されており、遺物の量も多い。竪穴住居のなかには

床面の中央付近に鍛冶炉を付設するものもあり、付近の

土壌などから鉄器や砥石なども出土していることから、
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この集落内で製鉄関連の作業がおこなわれていたこと

は確実である。ほかに鏡形の石製模造品（第8図）な

ども出土した。

飛鳥時代に属する遺構は、調査区全面で大小のピッ

トが密集して検出され、遺物は古墳後期の遺構面と同

様に土器類が多く出土している。おそらく、この時期

に集落内の住居様式が竪穴住居から掘立柱建物へ変化

したと推測される。この時期の遺物として特筆される

のが骨角製品の鳴鏑と根ばさみ（第8図）である。鳴

鏑は未製品で、いずれも柱穴埋土から出土した。

奈良時代に属する遺構は、方形掘り方の柱穴をもつ

掘立柱建物が11棟検出された。いずれも2間×2間の

柱間で、中央に柱穴をもつ総柱建物ばかりである。こ

の時期に属する遺物はあまりなく、検出された遺構も

倉庫と思われるものばかりであることから、当地点が

それまでの一般生活域としての性格からやや異なった

土地利用形態へと変化したことが推測される。

平安時代に属する遺構は掘立柱建物が2棟と、土壌

が2つだけで、出土した遺物もわずかである。この時

期以降集落に関するような遺構は検出されず、水田化

されていっている。

まとめ　　今回の調査で弥生時代から古墳時代におけ

る津島江道遺跡の様相を理解する貴重な資料が多くえ

られた。とくに竪穴住居内の鍛冶炉やそれに関する遺

構や遺物は、平野部における当時の製鉄の様相を理解

するための貴重なデータになるものと思われる。ま

た、当調査区の北側に隣接する青年会館部分での調査

区で検出された奈良時代の掘立柱倉庫群が、当調査区

まで広がってきていることも確認され、当時の倉庫域

がかなり広範囲であったことが推測される。このこと

は、奈良時代における当遺跡の性格が、一般集落に関

するも．のというよりも官衝的な性格のものであったこ

とを推測させられる。また、この調査区では中世の遺

構が形成されていなかったため、古代の遺構の変遷が

比較的鮮明にとらえることができた。当地域において

竪穴住居から掘立柱建物へと住居様式が変化する時期

を知る基礎的なデータをえることができた。
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おかやまじょうにのまる　ちゅうでんへんでんしょ

岡山城二ノ丸（中電変電所）跡（中電2次）

所在地　岡山市内山下1丁目11－101

調査原因　変電所の改築

時　　代　中世・近世

遺跡の概要　　本調査地点は旧岡山城二ノ丸の外郭に位

置し、家老をはじめとする上級武士の上屋敷地であったと

推定される。二ノ丸の地下の基本構造は、現地表面直下に

は岡山大空襲の焼土層、その下には江戸前期後半から戦前

までの遺構面、その下には厚さ数十cmから数mにおよぶ

承応3年（1654）の大洪水のものと思われる洪水砂層、そ

の下には幾層かにわたる桃山期から江戸前期前半の生活

面が存在する。

調査の概要　　本調査地点は近代以降、発電所や変電所、

あるいは一部青果市場等が繰り返し建てられ、近世の遺構

は、承応の洪水砂以降はもちろんのことそれ以前の遺構面

に関しても残りが非常に良くない。調査区内のうち、かろ

うじて洪水砂から下の面がとらえられるのは北西部と南

側の一部のみである。

＜洪水砂直上面＞　　洪水砂以上すなわち17世紀後半か

ら現在にかけての遺構は殆ど残っておらず、わずかに井戸

2基と土壌1基が検出されたのみである（第5図）。南東

部の井戸は調査前から存在が知られており、中央の井戸も

埋土に前の変電所の建物に伴なう造成ガラが入っており、

最近まで開口していたものと思われる。掘られた時期は

よくわからな．い。北西部の土壌も遺物が殆どなく、時期は

不明である。変電所の造成土の中には、近世半ばから現代

までの遺物が混在しており、17世紀半ば以降生活面の高

さは殆ど変わらなかったと推測される。

＜洪水砂直下面＞　　洪水砂直下の遺構は暗青褐色粘質

土の上に存在する（第6図）。遺構は北西部や南東部に不

正円形を呈する砂のつまったピットや北西部の径20～

30cmのピット群がある。また南西部隅には建物の一部と

考えられる南北に延びる石列が見られる。この石列は調

査区の南側を東西にはしる道路に直交していることから

武家屋敷の建物の一部である可能性が高い。また調査区

南東部にある井戸は、変電所のガラの中から検出されたも

のであり、上記の洪水砂直上面の井戸に比較して、石組み

や掘り方が古く内部から伊万里等国産磁器が検出されな

かったことからこの時期のものとしたが、もう少し古くな

る可能性もある。これらの遺構の時期は、洪水が発生する

直前の17世紀半ばであろうと考えられるが、次に述べる
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調査期間　961118～970321

調査面積1，075Iが

担当者　神谷　正義・河田　健司

拳

山

F
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第1図　調査地点



真砂造成土上の遺構群と同時期に存在したものかあ

るいは時期差があるものかどうかははっきりしない。

＜真砂造成土面＞　　これらの遺構群は洪水砂直下

の暗青褐色粘質土層の下にある、明橙色粗砂の造成

土上に存在するものである（第7図）。この時期の遺

構は近世面では最も密度が高く、数多くのゴミ穴、右

列、礎石、瓦だまり等から構成される。

ゴミ穴は、調査区のほぼ全体にわたってみられる

が、調査区西端と東端にまとまる傾向がある。出土

遺物は唐津を中心に、瀬戸・志野・織部・土師器・輸

入陶磁器等の陶磁器類、椀を中心とする漆製品、下

駄・食器・将棋の駒等の木製品、瓦、アカニシを中心

とする貝殻等多岐にわたる。

右列は北側を中心にいくつか存在する。北西部に

ある、2つの石囲いのうち、小さいもの（石組み1）

は西にむかって瓦や石の導水路のようなものが見ら

れることから水溜めの可能性がある。大きいものの

方は（石組み2）は上に板をのせその上を丸太でおさ

えたような構造をしており便所の遺構の可能性があ

る（第2図）。

また北側中央にある右列は、93年に行なわれた北

半部の調査で検出された右列の続きと考えられ、建

物あるいは築地の基礎部分ではないかと考えられる。

礎石列は南西部分で検出されたが大半は石の抜か

れた不整形のピット群であり、礎石が残存するもの

は少ない。建物は2棟復元できた。

瓦溜まりは、いずれも造成ガラを取り除いた段階

で検出されており、検出レベルからこの時期とした

が、瓦溜まり1の上方には近世中ごろの陶磁器が入っ

ており時期が下がる可能性もある。

この時期の石列および礎石群は北側の道路（あく

ら通り）や南側の道路（内堀の一部）に対し垂直ある

いは平行の軸を持っており、やはり武家屋敷の一部

と思われる。．時期は16世紀末から17世紀前半とし

たい。

＜真砂造成土直下面＞　　これらの遺構群は真砂造

成土の下十数cmのところに広がる暗青褐色の造成土

上に広がるものである（第8図）。これらの遺構は多

数のピットや溝、礎石列等から構成される。建物は

北西部に六本柱の掘立柱建物が1棟と、南端中央に2

棟の礎石建物が復元できた（第3図）。

真砂造成土上では数多く見られたゴミ穴はここで

は1基みられるだけであり、また礎石以外の石造りの

遺構はなく掘立柱の痕と思われるピット群が多い事

から、この時期はまだ真砂造成土上に営まれた街に

－19　－
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第5回　洪水砂直上面



比べて整備が進んでいなかった事が考えられる。し

かし基本的には礎石建物も掘立柱建物も南側や北側

の道路に対して垂直あるいは平行の軸をもつことか

ら武家屋敷遺構であることは間違いないであろう。

これらの遺構の時期は、遺構の埋土内から唐津が

出土しないことや真砂造成土内からも基本的に唐津

が出土しないことからみて16世紀末以前であると思

われる。

＜SD－6対応面＞　　この面の遺構群は暗褐色の造

成土を取り除いた時点で検出されたものである（第

9図）。SD－6は基本的にこの段階で検出できたもの

であるが、一部はさらに数10cm下で検出できた部分

もあり、また遺構のなかにはSD－6の埋土上に営ま

れたものもあり時期をさらに細分できる可能性もあ

る。遺構は調査区の中央をほぼ南北に貫くSD－6以

外にはいくつかのピットと1基のゴミ穴が検出され

た。建物は中央部に8本柱の掘立柱建物が復元でき

た。

この時期の遺構群は上層のものに比べて少ない

が、SD－6や建物は南側の道路や北側の道路に対し

て垂直あるいは平行の軸を持ち、これらも武家屋敷

関連の遺構であると思われる。この遺構の時期は16

世紀後半頃としたい。

＜中世＞　　中世の遺構面は、SD－6対応面を数十

cm下げた段階で現われる（第10図）。調査区の中央

部はかなりの深さまで変電所の建物の影響を受けて

いるため、南端および北端を中心に部分的に深掘り

を行なった。その結果、SD－6にややずれた位置で

南北に走る大溝と、その東側にそれに平行する溝、

さらにそれに取り付く東西方向の溝を検出した。ま

た北西部には集落の一部と思われる土器の入ったい

くつかのピット群（第4図）、南東部には柱穴と思

われるいくつかのピット群および礫の集積が認めら

れた。出土した土器からこの遺構群は13世紀と考え

られる。

凡　例

11冊ゴ　ミ　穴

日用】瓦だまリ

王室磯集積

0　　　　　　　10m
L．．．．：．．．．」
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まとめ　　今回の調査では、岡山城二ノ丸の時代による変遷を捉らえることを目的としたが、思った

よりも遺構の残存状況が悪くそれはと時期を細分することはできなかった。しかし出土遺物や、土層

の関連から16世紀後半以降5面の遺構面が捉らえられ大まかな状況は掴めたと思う。

当調査区内に屋敷をかまえていた人物としては、寛永絵図（1632年頃）には福田内膳、慶安絵図

（1648年頃）以降のものには、池田伊賀守の名が見える。これら二人の屋敷に対応する面は、真砂造

成土面から上の遺構面と思われ、特に真砂造成土面の遺構の密度は他のものに比べ大きいことから、か

なり完備した屋敷を形成していたことであろう。

今回の調査では宇喜多氏から小早川氏への政権交代の境目（1600年）、小早川氏から前池田氏への政

権交代の境目（1602年）、前池田氏から後池田氏への政権交代の境目（1632年）といったものは遺構

の上では捉らえられなかった。また小早川、宇喜多期の住人についでも不明のままである。しかし宇

喜多秀家時代と思われる真砂造成土直下面で検出された礎石建物の様子から、すでに池田期と似た地

劃りを持つ城下町が形成されていたことは確かなようである。

コラム　出土物雑感

P－23

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

■－■■－l■■－■－■■■－J－■■－■－ll■－－

真砂造成土面出土

近世の遺跡を掘っていると、現在でも私たちが使用しているものと、形状の全く変わらな

い物が出てくることがある。あるいは、より古い時期のものと変わらない物がでてくること

もある。調査員を一瞬惑わす厄介者だ。

この武家屋敷の調査でも、新鮮な驚きをもった出土物がある。将棋の駒である。その駒は、

黒漆で文字を描いてある。盛りあがって立体感があり、堂々とした筆跡である。文字の様子

も現在のものと変わるところがない。このての駒は、現在では高級品の部類にはいりそうで、

私には手が出せそうにない。おもわずみとれてしまった。

木簡がある。古代の木簡かと当初おもった。たしかに形状は古代の木簡と間違えそうであ

る。しかし、内容は近世の荷札のようなものであった。紛らわしい。
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斑爛端正雄林間雄薄甘心椒餌船郡出淋脚如拙四m捕縛揃
よねだ　　よねだばし

米田（米田橋）遺跡

所在地　岡山市米田・神下地内

調査原因　橋梁改良

時　　代　弥生時代～江戸時代

遺跡の概要　米田遺跡は百聞川が大きくカーブする操

山丘陵の北東裾部に位置し、百聞川の改修工事などに伴

いたびたび調査が実施されてきた遺跡である。当該地の

周辺でも古墳時代の集落や奈良時代の倉庫群、あるいは

中世の橋脚や護岸、貝塚や墓地など多種多様な遺構が確

認されている。

調査の概要　調査は、米田橋の改修に伴って整備され

る、護岸の擁壁部分を対象とした。そのため、調査区は橋

の両側の取り付き郡である右岸部（米田）と左岸部（神

下）とに分けられる。

右岸調査区　当調査区は河川改修で削平された、かつて

の当麻丘陵と岩間権現宮からのびる尾根にはさまれた小

谷の出口に位置する。近代に入って構築された、旧堤防

の石垣が調査区のほぼ中央を縦断しており、このため石

垣の内側のごく狭い範囲で微高地を確認した。この微高

地では、近世の溝1条、中世の溝4条と土坑1基、柱穴2

基を確認するにとどまった。さらに下層では、平安時代

後期頃と推定される、溝1条と土坑1基を確認した。ま

た、平安期以前においては、湿地が広がる状況が確認さ

れ、弥生時代から古墳時代にかけての遺物の混入がみら

れる。

左岸調査区　当調査区は、北側からのびてくる微高地の

南端部に位置すると推定され、近世の溝2条、土坑2基、

中世の溝1条と土坑1基、さらに旧河道と推定される斜面

堆積を確認した。また、さらに下層については確認作業

を行ったものの、遺構、遺物の確認にはいたらず、当該地

での微高地の形成は、平安時代末から中世初頭の時期で

あると推定される。

まとめ　　今回の調査では、限定された調査区内で、さら

に近現代の河川改修により地形が大きく改変されてはい

たものの、中世の微高地と、若干ではあるがそれに先行す

る時代の遺構も確認することができた。また、当該地の

周辺ではさらに調査が進展しており、今後はそれらの調

査成果をふまえたうえで、中世集落の面的な広がりとそ

の周辺の状況を明らかにしてゆく必要があろう。

調査期間　961108～970301

調査面積　784汀f

担当者　高橋　伸二

磁逗壁ロ
≠善玉芸王室雲I

第1図　調査地点



第7図　右岸　平安時代

第8図　左岸　近世

≡≡室ミ＼、　　「
第9図　左岸　中世
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塞減毒鹿凝麗茄恕※謹去※望璽

おか　やま　じょう　ほん　まる　うち　ぽり

岡　山　城　本　丸　内　堀

所在地　岡山市丸の内二丁目6－2・95－1　調査期間　961217～970331

調査原因　史跡整備（凌深）に伴う確認　　　　調査面積13，586m2（実質55Iが）
時　　代　近世

遺跡の概要と調査の経緯　　岡山城は現在の市街地発展
の礎となった城郭である。近世岡山城の基本構造をなし
たのは宇喜多秀家で、慶長2年（1597）に完成したと伝
えられている。その以後、小早川秀秋や池田氏も整備改
造を行い、寛永年問頃までに完成した。本丸は旭川の西
岸にあって、主に西および南に郭や城下町が展開する。
本丸の段構造はもとの丘地形を埋め込んだもので、内堀
を隔てた西方の石山にも高低差を持った郭群が展開する。
本丸一帯は国史跡に指定され烏城公園としても市民や観
光客に親しまれているが、内堀の水質悪化対策と史跡整
備の観点から、その竣漠を実施する運びとなった。事前
調査を受け、本年度は汝藻工事と並行して、本丸の西側内
堀の構造調査を実施した。汝藻最深部の高さは概ね昭和
9年の洪水直前の堀底レベルに設計したため、その掘削面
から、ごく小面積の試掘坑を設定し、本来の堀底の確認に

努めた。合わせて、現状で露出している石垣の観察を
行った。

調査の概要　　石垣前面には3か所で試掘坑が設定でき
た。堀の南辺部の試掘坑では、棟高一0．8m付近に築石最
下端があり、その下に捨石層、前面に護岸の石組を伴って
いた。南辺石垣は矢穴が多く傾斜も急で新相である。東

辺南端近の試掘坑では、石垣最下段の築石下面は標高－
0．8mにあって、下には胴木が確認された。最下段築石の
前面は円礫で埋め戻され、標高－0．3mの堀底をなす。・そ
の上には厚さ0．5～0．7mのシル‘ト微妙が堆積し、上面が
明治維時の堀底とみえて、石垣上の櫓からの転落と思わ
れる瓦が堆積していた。基本的には高さが7m余りであ
ることが確認できた東辺石垣は、自然石を緩傾斜に積ん
で古相である。東辺半ば南寄りの入角部の試掘坑では、
南の地盤軟弱郡から続く胴木が終り、風化岩盤が急激に
盛り上がって築石が直接載る構造に変化する。東辺半ば
では、石垣基底と風化岩盤は標高3．0mにまで高くなり、
その西方の堀中央の試掘坑では標高－0．2m内外で風化岩
盤面による掘底が確認され、石垣基底は北に再び下がっ
ていくから、一帯は本丸のある岡山と石山の鞍部に相当
することが判る。

東辺のさらに北寄りでは、直線に延びる現役石垣面中

に旧隅角が確認でき、宇喜多期の内堀は後の時期より南
方で東に折れる異なったプランを持っていた可能性が窺
える。

事実上の発掘面積や実働日数は僅かであったが、堀底
の深さの確定だけではなく、内堀の変遷や旧地形に応じ
た石垣構造の偏差について、重要な知見を得ることがで
きたといえよう。
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磁義認光臨麗脚謹謹出遮1定疫麗薗止起工磁避整生玉長逝認海磁蔀振出盟罠推定義昭塩山髄圃縦浣淡璃膵拙皿測地Ⅶ蹴辺返

おたみ　さんようでんけん

乙多見（山陽電研）遺跡

所在地　岡山市乙多見

調査原因　工場新築

時　　代　弥生時代

調査期間　960527～960617

調査面積103Iが

担当者　高橋　伸二・河田　健司

遺跡の概要　乙多見遺跡は旭東平野の東部の沖積地に

位置する。これまで、まとまった調査は実施されなかっ

たものの、周辺地域での立会い調査などにより、その広

がりが明らかになりつつある。

調査の概要　今回の調査は、事前の試掘の結果、敷地

の東よりに位置する新築される建物の本体部分は湿地状

の堆積が広がり遺構の存在が確認されなかった。そのた

め、敷地の最も西よりに位置し微高地の存在が確認され

た浄化槽部分を対象に発掘調査を実施した。

調査はまず掘削機械により、造成土と造成以前の水田

耕土を除去した後、遺構の確認作業を実施した。その結

果、近世水田の耕土の直下に明確な微高地基盤土の存在

が確認された。基盤土上面の遺構はおおむね弥生時代中

期後半から後期前半のものであったが、少量ではあるが

中世の土師質土器と備前焼もみられた。

遺構は、住居跡1軒、溝1条のほか土坑と柱穴が多数

検出されたが、溝より東側については、遺構が認められ

ないことなどから、本調査区付近が西側から東にむかっ

て落ちる微高地の末端部分であると推定された。
第2図　調査区全景

まとめ　　今回の調査は、小面積であったにもかかわらず、住居跡をはじめとする高い密度の遺構が

検出されたことから、周辺部、特に西側への集落の広がりが予想された。また、この微高地が中世か

ら近世にかけて水田化されていることが確認された。

十イ＝コP
第3図　遺構平面図
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びぜんこくふすいていち　みなみこくちょう

備前国府推定地（南国長）遺跡
貰井澤輔靖緯無痛商議謂鶏群辞封貰葉音鞘鞘稗折井媒闇討翌翌無痛癖画商抽詳記懇望璧頭痛画商琵禦窯慧恕帯師解鰯閻記禦禦窯

所在地　岡山市国府市場字南国長56－4他

調査原因　集合住宅の建設

時　　代　弥生時代～中世

遺跡の概要　　当調査地点は備前国府推定域内の西側に

あり、1991年度に行なわれた高島公民館新築工事に伴な

う発掘調査や、周囲における立会調査の様子から、この地

点にも平安時代を含む濃密な遺構の存在が予想された。

今回の調査は、集合住宅の建設に伴なう擁壁工事と並

行して行なわれた。しかしながら本調査は工事立会で

あったため、重機のあとから遺物を採取し略図をとる調

査しかできなかったことは残念である。

調査の概要　　今回の調査地点の現状は水田

であり、現地表面より30～40cm下から、土器

を多量に含んだ暗褐色の包含層があらわれ、

さらにその20～30cm下に弥生から中世に至

るまでの遺構ののってくる桂褐色砂質土の基

盤層が現れる。本工事の掘削深度は約50cmで

あり従っで掘り方の底は基盤層直上あるいは

包含層中でとまるものと推測された。掘り方

は、幅1．5m、総延長143mと非常に細長く全

体の様相は把握しがたいが、全体に包含層あ

るいは橙褐色砂質土がみられ、微高地上にあ

ると判断される。遺構は北半分に多いが、こ

れはこの付近の地形が北から商へ向けて緩や

かに下だっており、南側は掘削が包含層中で

止まり遺構検出ができなかった部分があるた

めである。遺構は中世が主であり、すべて同

一面で検出される。

弥生時代　弥生時代の遺構は、いくつか存在

するものと考えられるが、完掘できたものは

東側のトレンチの北方にある弥生土壌1と2

のみである。弥生土壌1は長軸70cm以上短軸

65cm深さ38cmをはかる（第3図）。端がトレ

ンチの肩にかかるが、楕円形の土壌であると

考えられる。埋土は2層であり堆積の状況か

らみて自然に埋没したものと思われる。土器

はいずれの層からも出土しているが、図化で

きたのは、第6図のものである。弥生土壌2は

平安土壌に切られる形で存在する直径30～

40cmの楕円形と思われるピットである。出土

調査期間　960411～960417

調査面積　2，314．22nf

担当者　河田　健司

百㌔‾瑠薔

東岡山鐙

山ヤクルト

第1図　調査地点
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遺物の内図化できたのは第7図のものである。時期は出土した土器からみて、弥生後期後葉と考えられ

る。また弥生土壌1からは特殊壷が出土している。

古代　古代の遺構は、東側トレンチの北半分に集まる傾向にある。遺構で完掘できたものは中央やや

東よりに位置する平安土壌1および平安土壌2である。平安土壌1は東側を調査区の肩に切られている

が、縦2．2m、横1．5m以上、深さ0．86mの長方形あるいは正方形の土壌である。埋土は7層であり、堆

積状況から2／3程自然に埋没した後一度に埋められたと考えられる（左上最上層は中世の遺構埋土）土

器はおもに3層と6層から出土している。図化できたものは第4図のものであり、やや古いものも見え

るが大まかに見て10世紀から11世紀と考えられる。

中世　中世の遺構は、調査区の大半を占める遺構である。弥生および古代の遺構が同じ微高地上でも

より標高の高い北端に集中するのに対し中世では低い南側にも遺構がのびていくのが観察され、古代

の集落にくらべて範囲が拡大したことが考えられる。全体に柱穴と思われる径20cm程度のピット群と

溝で構成されている。溝は、東側のトレンチでは東西に、西側のトレンチでは南南西から北北東にの

びており、トレンチの問でL字型につながる可能性もある（第5図）。柱穴と思われるピット群は、深

さ20cm程度の物が多く、また調査区の幅が極端にせまいため建物の復元はできなかった。出土した椀

の器型からみてこの遺構は13世紀を中心とするものと考えられる。

・1－1‘’・．十

、1－　－

・－　∴一

弥生土壌1

l三三三＝‾／‾

∈∃≡謬

ミヨ・・妄♂

『‡∃≡♂

1m
■－■■－■■■－■－■■－．－．■－　　　1　　　■－■－■

第3図　平安土壌および弥生土壌1・2
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第6図　弥生土壌－1　出土遺物
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0　　　　　5cm

ト→→→∃

第7図　弥生土壌－2　出土遺物

まとめ　　今回の調査は、幅1．5m、長さ数10mという調査区であったにもかかわらず、弥生、古代、

中世の3時期の遺構を検出することができた。上でも述べたようにこの場所は備前国府推定域の西端に

あるが、国府との関連が高いと考えられる古代の遺構は、全てを完掘したわけではないが、中世の遺

構と比較してもあまり多くはないと思われる。

この部分で検出された平安時代の遺構は分布状態からみて中心はこの場所の北側にあると考えられ

る。
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Ⅱ．埋蔵文化財関連の協議と調整

最近は、大規模な開発やビル建築の計画段階から、埋蔵文化財関係で協議を行うことの必要性が浸

透してきている。行政的な指導が行いやすい環境になってきているのは結構なことである。しかし、小

規模な開発やビル建築で、計画が確定して設計変更が困難な状況下で、埋蔵文化財の問題が発現する

事例も後を絶たない。また、行政指導の内容にも、絶えずこれでよいのだろうかとの迷いを感じてあ

たっている。周知の遺跡内での土木行事はすべて発掘調査する、と判断し指導するのは容易である。そ

う判断し即発掘調査に入れる体制が整っている。そういう職場にしていきたい。そうすれば、保存に

むけても強力に発言できるようになるかもしれない。

岡山市では開発行為事前指導及び建築確認申請時にも、埋蔵文化財の存在状況に関する助言及び指

導を行っている。その内容・協議次第で、立会・確認調査・試掘調査・設計変更等の指導を行い、最

後的手段として発掘調査を計画・実施する。

1996（平成8）年度は、建築確認申請時に299件の相談があり、そのうち立会119件・試掘16件に

対応した。この数値は調査員が調査体制と現実との狭間で、苦悩してきた結果である。

その協議の家庭において、文化財保護法に基づく提出書類の進達・伝達事務がある。岡山市教育委

員会で取り扱った埋蔵文化財発掘の届出・通知等（直営分を含む）の一覧を表示しておく。なお、一

覧は文化課受付日において年度の区分けをしている。

埋蔵文化財発掘の通知（第98条の2）　　　6件

埋蔵文化財発掘の通知（第57条の3）　　　24件

埋蔵文化財発掘の届出．（57条）　　　　　　　2件

埋蔵文化財発掘の届出（57条の2）　　　　36件

史跡現状変更許可の申請（第80条）　　　　4件

遺跡発見の届出・通知（第57条の5・6）　　2件

このほか、市内で行われた発掘調査として以下の遺跡がある。詳細は「岡山県埋蔵文化財報告27」

（岡山県教育委員会1997年）に紹介されている。

・百聞川米田遺跡（旭川放水路河川改修に伴う発掘調査）

・田益田中遺跡（国立岡山病院建設に伴う発掘調査）

・田益田中遺跡（笹が瀬川調整池建設に伴う発掘調査）

・原尾島遺跡（雇用促進住宅岡山宿舎建設に伴う発掘調査）

・藤原遺跡（岡山陸運支局検査場改修事業に伴う発掘調査）

・天瀬遺跡（岡南共同溝建設に伴う発掘調査）

・北方地蔵遺跡・中溝遺跡・中井散布地（都市計画道路万成国富線建設に伴う発掘調査）

・津寺一軒家遺跡（主要地方道箕島高松線改良工事に伴う発掘調査）

・高松沼田遺跡（県立高松農業高校産業教育実習棟改築に伴う発掘調査）
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埋蔵文化財発掘の通知（第98条の2）

名称および種類　　　所　在　地　　　面積　　　目　　　的　　　　　主　体　者　　　期　間

津　島　遺　跡

集落跡・生産遺跡

乙　多　見　遺　跡

散　　　布　　　地

上　沼　遺　跡

散　　　布　　　地

津島江道遺跡
集落跡・官街跡

三野宮之段遺跡
散　　　布　　　地

津　島　遺　跡

集落跡・生産遺跡

岡山市いずみ町地内

岡山市乙多見499番地

岡山市高松原古才字上沼548

番地

21．12Iが
水道管布設工事に伴う発掘

調査

92．72汀f　　事務所建設

175が　　合併処理浄化槽設置

岡山市津島東一丁目1番1号　　　525が　学校校舎建設

岡山市三野一丁目2－1

岡山市いずみ町地内

96．OIが　　水質試験所建設工事

133．3Iが　　下水管布設

岡山市教育委員会

教育長　戸村彰孝

岡山市教育委員会

教育長　戸村彰孝

岡山市教育委員会

教育長　戸村彰孝

岡山市教育委員会

教育長　戸村彰孝

岡山市教育委員会

教育長　戸村彰孝

岡山市教育委員会

教育長　戸村彰孝

960715

～960816

960617

～9607末

960715

～960830

960826

～970331

970406

～970630

9703末
～9705末

埋蔵文化財発掘の届出（第57条）

名称 および種類 所　 在　 地　　　　 面 積 目　　　　 的 主　 体　 者 期　 間 ・．

津 島 岡 大 遺 跡
集　　　 落　　　 跡

岡山市津島中一丁目1番1号　　 59・00が
岡山大学 （農薬）動物実験施
設新営．

岡山市津島中一丁目1番1号
岡山大学長　 小坂二度見

960507

～960524

津 島 岡 大 遺 跡
集　　　 落　　　 跡

岡山市津島中三丁目1番1号 1，310・00が 岡山大学環境理工学部校舎
新営工事

岡山市津島中一丁目1番1号
岡山大学長　 小坂二度見

960520

～970131

埋蔵文化財発掘の届出（第57条の2）

名称および種類　　　所　在　地　　　　面積　　　　目　　　　的　　　　　主　体　者　　　期　間

沼　　　　　　　城

城　　　館　　　跡

上伊福立花遺跡
集　　　落　　　跡

津　島　遺　跡

散　　　布　　　地

岡山城二の丸遺跡

集　　　落　　　跡

名　称　未　定

散　　　布　　　地

広　瀬　遺　跡

散　　　布　　　地

乙　多　見　遺　跡

散　　　布　　　地

上　伊　福　遺　跡

散　　　布　　　地

岡山市沼字古城跡1748－1・2，352．13汀f
1748－2・1799－1・1801番地

公園的共同利用設備の整備

岡山市伊福町一丁目20－12　2，514．46が　工場

岡山市学南町二丁目213－3、
213－4、213－5

岡山市内山下二丁目8－7

岡山市津寺字雲山883－1

岡山市広瀬町466，、466－1、
469－3

岡山市乙多見449番地

岡山市伊福町三丁目22

797．72汀f　共同住宅

123．97Iが　住宅

携帯・自動車電話無線基地局

210㌦　の新設

245．45rが　共同住宅

8088．32Iが　事務所建設

214．94Iが　住宅建設
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岡山市楢原466岡山市上道

支所内

上道地区地域振興事業

実行委員会会長　兼松久和

岡山市伊福町一丁目刀番は号

岡山トヨペット株式会社

取締役社長　末長範彦

岡山市学両町二丁目10－28

相野光秀

岡山市内山下二丁目8－7

早川芳子

広島県西区二丁目6番2号

エヌ・エヌ・ティ中国移動通信網

株式会社　新田傭

岡山市番町二丁目8番10号

山口順一

岡山市乙多見449番地

山陽電研株式会社

取締役社長　鹿森　正

岡山市中井町一丁目1－43

広田大治

960626

～970331

9606末
～9610末

960702

～961002

960610

～961031

960525

～960831

960620

～9611末

960615

～961015

960720

～970120



馬　揃　遺　跡

散　　　布　　　地

赤　田　西　遺　跡

社　　　寺　　　跡

中　溝　遺　跡

北方地蔵遺跡
集落跡・生産遺跡

津　島　遺　跡

生　産　遺　跡

津　島　遺　跡

集　　　落　　　跡

北方地蔵遺跡
生　産　遺　跡

南　方　遺　跡

集　　　落　　　跡

上伊福　西遺跡
散　　　布　　　地

上　伊　福　遺　跡

集　　　落　　　跡

南　方　遺　跡

散　　　布　　　地

乙　子　城　跡

城　　　館　　‾跡

津　島　遺　跡

散布地・集落跡

津　島　遺　跡

集落跡・生産遺跡

津　島　遺　跡

集落跡・生産遺跡

北方前　田遺跡
散　　　布　　　地

津　島　遺　跡

集　　　落　　　跡

絵　図　遺　跡

散布地・集落跡

北方地蔵遺跡
生　産　遺　跡

南　方　遺　跡

集　　　落　　　跡

大廻・小廻山城跡
城　　　館　　　跡

岡山市赤田115－1　　　　　　961．73㌦　共同住宅2棟

岡山市中山芋馬揃い91番1、1，196・08が
91番6、91番7

岡山市南方三丁目218番2地
先から大和町二丁目267番4

地先まで

岡山市学南町二丁目139－13

岡山市学両町二丁目814－1

岡山市大和町一丁目266－2、

266－5、266－6

岡山市南方一丁目6－110

岡山市京山二丁目1384－5

岡山市伊福町二丁目飢5－10

岡山市岩田町4番103号

岡山市乙子174番地外

岡山市学南町二丁目161番1

岡山市学南町二丁目165－1、
166－1

岡山市学両町二丁目856－6、

856－1の一部

岡山市北方一丁目664番3

岡山市絵図町596－1

岡山市南方五丁目1386

岡山市大和町二丁目286－4

岡山市南方一丁目2－104、

2－130

岡山市草ケ部字小廻1815－35、

一53、－88、一89のそれぞれの一

部

ガソリンスタンドの建設

約500が　送電線用管路の布設（埋設）

192．29汀f　共同住宅

206．34m？　共同住宅

726．31汀f　共同住宅

148．96汀f　共同住宅

963．04が　共同住宅

164．72Iが　共同住宅

5，985．44nf

49．5Iが

遊技場（パチンコホール）建

設工事

遊歩道の整備、解説板、ベン
チ、誘導板の設置

203．84が　住宅

200．15汀f　共同住宅

475．29汀f　共同住宅

270．72汀f　共同住宅

587．48が　住宅

1，298．07汀f　講堂解体建替

132．31Iが　共同住宅

625．91汀f　事務所建設

8，424．31　土砂採取・残土捨て場
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岡山市赤田277
松本　晃

広島市中区鉄砲町8番18号

コスモ石油株式会社
広島支店支店長　徳永　隆

岡山市内山下一丁目4番9号
中国電力株式会社岡山支店

取締役支店長　板谷晃

岡山市大窪85・大窪85・大窪
96－26

片山通人・片山良子・森脇拒俊

960801

～961101

960628

～970331

960920

～970228

岡山市学両町二丁目5番13号　　961001
北村　実　　　　　　　　　～9701末

岡山市大和町一丁目266－2　　　960920
小野田吉夫　　　　　　　　～970228

神戸市西区学園西町5－27　　　961020
水田博章

倉敷市西阿知町新田379番地

の9

ブリード湯谷株式会社

代表取締役　湯谷秋則

～970228

961021

～9703末

岡山市大安寺東町23－25－2　　961115

岡　朋子　　　　　　　　　～970331

岡山市駅前町一丁目2番4号

有限会社ヨシエンタープライズ　　　　　9610中

代表取締役社長　千原行書　～9704中

岡山市神崎町2127　　　　　　　961013

乙子城跡を復興する会会長　～961113
奥山拾刀

岡山市藤田564－227
中下秀正

岡山市学両町二丁目6－13

有限会社平和アクラート
代表取締役　中田早苗

岡山市学南町二丁目8－28
片山基義

岡山市中井189－31

藤本和久

広島市佐伯区美鈴が丘南二丁
目4－15

森田公明

岡山市津島京町二丁目10番1号

学校法人吉備学園

理事長　井尻裕

岡山市山崎161－4

疋田順平・疋田順子

岡山市厚生町三丁目1番15号

（岡山商工会議所内）

岡山税理士協同組合

理事長　姫井健次

岡山市長岡469－4

オカケン工業

代表者　岡　唯彦

9610末
～9702末

961115

ノー970315

961111

～970320

961215

～970331

970114

～980110

970120

～970430

970127

～9703末

970215

～970615

970120

～2020120



津島（岡大）遺跡

東　岡　山　遺　跡

散　　　布　　　地

津　島　遺　跡

集落跡・生産遺跡

高松（沼田）遺跡
集　　　落　　　跡

南　方　遺　跡

集　　　落　　　跡

津島江道遺跡
集　　　落　　　跡

岡山市津島福居二丁目1番地

先

岡山市長岡537－2、537－3、
538－2

岡山市いずみ町地内

岡山市高松字土手後107番2外

3筆

岡山市国体町1360－9、10、
11、16

岡山市津島二丁目7－1

吉　井　廃　寺

社　　寺　　跡　岡山市吉井210－6外3筆

9．18汀f　ガス管引き込み工事

999．51が　共同住宅

133．3㌦　下水道管埋設工事

5，559が　専用住宅用地分譲造成工事

466．47が　共同住宅

840．75Iが　診療所増設

1，289汀f　病棟の増築

岡山市桜橋二丁目1番1号

岡山瓦斯株式会社
取締役社長　岡崎　彬

岡山市長岡243
吉田賢吾

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬靖．

岡山市内山下一丁目12番3号
株式会社国土開発総合企画
代表取締役　石川順一

岡山市幸町6－26
大村守人

岡山市津島二丁目7－1
医療法人事和会岡北整形
外科医院理事長　越宗幸重

岡山市吉井208番地
医療法大仁誠会吉井川病院

理事長　日野八洲行

9703

～9703

970217

～970720

9703末
～9803末

970420

～971031

970401

～971231

970425

～970630

97051g

～9706末

埋蔵文化財発掘の通知（第57条の3）

名称および種類　　　所　在　地　　　　面積　　　　目　　　　的　　　　　主　体　者　　　期　間

津島　岡大遺跡
集　　　落　　　跡

津　島　遺　跡

集落跡・生産遺跡

吉　野　口　遺　跡

集　　　落　　　跡

南　方　遺　跡

上　沼　遺　跡

散　　　布　　　地

原　尾　島　追　跡

生　産　遺　跡

津島江道遺跡

集落跡・官．街

津島（岡大）遺跡
そ　の他の遺跡

岡山城跡二の丸遺構

城　　　館　　　跡

鹿田遺跡（包含層）

集　　　落　　　跡

粟井大塚古墳ほか
散　　　布　　　地

中　溝　遺　跡

北方地蔵遺跡
集落跡・生産遺跡

岡山市津島中三丁目1番1号

岡山市いずみ町地内

岡山市吉備津1444

岡山市南方一丁目6－7地先か

ら南方一丁目8－2地先まで

岡山市高松原古才字上沼584

番地

岡山市原尾島二丁目380地先

から原尾島900番1地先まで

岡山市津島東一丁目1番1号

岡山市津島福居一丁目2074

－3

岡山市丸の内一丁目2番12号

岡山市鹿田町二丁目5番1号

岡山市粟井2324番地先から

西山内108番地先まで

岡山市学南町三丁目地先から

大和町二丁目地先

810．00Iが　岡山大学環境理工学部校舎
新営工事

286．00が　配水管布設工事

27．30が　体育倉庫・門・水道工事

141．88Iが
岡山市上水道配水管整備計

画による配水管布設工事

175Iが　合併処理浄化槽設置

289Iが
操山北幹線配水管布設工事
（1工区）

525が　学校校舎建設

45．05rが　汚水管埋設工事

13，927m？　給水管埋設工事

1731が
岡山大学医学部正門Cゲー

ト監視ボックス取設工事

451が　配水管布設工事

85が　水道・ガス管埋設工事
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岡山市津島中一丁目1番1号

岡山大学長　小坂二度見

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者

水道局長　遠藤嘉昭

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

岡山市鹿田町二丁目1番1号

岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

岡山市高松原古才587番地
岡山市病院事業（吉備病院）

岡山市長　安宅敬祐

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者

水道局長　遠藤嘉昭

岡山市大供一丁目1番1号
岡山市長　安宅敬祐

岡山市大供一丁目1番1号
岡山市長　安宅敬祐

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

岡山市津島中一丁目1番1号

岡山大学長　小坂二度見

岡山市鹿田町二丁目1番1号

岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

971101

～990315

9608

～9610

960603

～960715

960725

～961130

9612

～970930

960815

～970131

960801

～970331

970520

～970730

960901

～960907

960819

～960821

960930

～961225

961101

～961220



原　尾　島　遺　跡

生　産　遺　跡

原　尾　島　遺　跡

生　産　遺　跡

三野宮之段遺跡
散　　　布　　　地

田　益　遺　跡

津　寺　遺　跡

集　　　落　　　跡

高　松　遺　跡

散　　　布　　　地

政　所　遺　跡

集　　　落　　　跡

津　寺　遺　跡

集　　　落　　　跡

高　松　遺　跡

朝　寝　鼻　貝　塚

貝　　　　　　　塚

鹿田遺跡（包含層）

集　　　落　　　跡

津　島　遺　跡

生産遺跡（水田等）

岡山市原尾島676－2地先か
ら原尾島900－1地先まで

岡山市原尾島四丁目10－12
から674－1

岡山市三野一丁目2－1

岡山市田益1244－5地先から
富原3179地先まで

岡山市津寺258－1

岡山市高松183－2

岡山市加茂1343－1

岡山市津寺412－4

岡山市高松7－1地先から高
松31－13地先ま

岡山市津島東二丁目・三丁目

岡山市鹿田町二丁目5番1号

岡山市津島新野一丁目

98．25汀f　配水管布設工事

111．25Iが　ガス管移設・新設工事

938．14nf　水質試験所建築工事

156．Onf　岡山市上水道配水管整備計
画による配水管布設工事

340Iが　道路擁壁工事

60Iが　道路L型水路

210m？　道路水路工事

100nf　道路擁壁工事

300．0汀f

380rが

350Tが

岡山市上水道配水管整備計
画による配水管布設工事

道路拡幅改良・汚水管埋設工
事

岡山大学医学部グランド南
遊歩道設置その他工事

25．4が　下水道管の設置

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

岡山市桜橋二丁目1番1号
岡山瓦斯株式会社

取締役社長　岡崎彬

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

岡山市大供一丁目1番1号
岡山市長　安宅敬祐

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

岡山市鹿田町二丁目1番1号
岡山市水道事業管理者
水道局長　遠藤嘉昭

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

岡山市津島中一丁目1番1号
岡山大学長　小坂二度見

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市長　安宅敬祐

961101

～970228

961101

～970228

9704中
～9810下旬

961101

～961220

9610

～970331

9612

～970331

9610

～970331

9612

～970331

970110

～970331

970131

～970331

970213

～970328

9703末
～9803末

遺跡発見の通知（第57条の6）

名称 お よび種 類 所　 在　 地 面 積 目　　　　 的 主　 体　 者 期　 間

名　 称　 末 ‘定

集　　　 落　　　 跡
岡山市津島中二丁目1 番 1号 試掘調査

岡山市津島中一丁目1 番 1 号

岡山大学長　 小坂二度見
960318

名　 称　 未　 定 岡山市津島福居一丁 目2074 市道津島中1号線道路改良工 岡山市大供一丁目 1番 1 号 960926

そ　の 他 の 遺 跡 －3 事による道路拡幅のため 岡山市長　 安宅敬祐 ～ 970331

史跡現状変更許可申請（第80条）

名 称 お よび種 類 所　 在　 地 面 積 目　　　　 的 主　 体　 者　　　 期　 間

岡　 ＿山　 城　 跡 岡山市丸ノ内二丁 目 3 番ノ 岡山市大供一丁目1 番 1 号　　　　 970417．

史　　　　　　　 跡 90 1 ほか 岡山市長　 安宅敬祐　　　　 ～ 970421

岡　 山　 城　 跡 岡山市丸之内二丁目 3 番ノ 「’96 フルーツマーケット」開 岡山市大供一丁目1 番 1 号　　　　 960708

史　　　　　　　 跡 90 1 催のため 岡山市長　 安宅敬祐　　　　 ～ 960809

神宮寺　山古墳
史　　　　　　　跡 岡山市中井町一丁目707

岡罠蓋蓋≡笑壷重量ご7　 霊 ㍊

岡　山　城　跡
史　　　　　　　跡 岡山市丸の内2－1－3

第6回薪能実施の為の舞台の
設営

岡意喜蓋壷壷≡菜蓋 腑 ～豊
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Ⅲ．普及・啓発事業と刊行物

岡山市教育委員会は、普及・啓発事業の一環として、文化財保護強調週間にあわせた埋蔵文化財速

報展を開催している。また、発掘調査の進捗状況に応じて現地説明会も適時開催している。しかし、今

年度は、現地説明会を開催することができなかった。遺跡の内容や調査期間など、開催の容易でない

様々な状況があるのであるが、開催しないことは普及啓発活動を軽視しているといわれていも弁解の

余地はない。現地説明会開催にむけ努力していきたい。この

頁の余白が埋まるように努力していきたい、と前回の概要に

記した。

報告書・普及書の刊行は、普及・啓発事業の大切な仕事の

一つであり、文化財係の主要な仕事の一つでもある。しかし、

この分野で相変わらず立ち遅れているのが、当市の実情であ

る。この頁の余白が埋まるように努力していきたい、と毎回

この概要に記している。さて、今年度はいかほど埋められた

か。

96年度の事業の実施は以下の通りである。

埋蔵文化財速報展’96

1996年10月31日～11月7日　岡山市役所1階市民ホール

過去1年間に調査を実施した遺跡を紹介した。特に岡

山城・三手遺跡・南方遺跡等が展示の中心となった。

岡山城築城400年記念事業「岡山城と城下町一発掘から垣間

見るお城と城下町」展

1997年1月6日～1月26日　岡山城築城400年インフォ

メーションセンター5階展示場（旧農政局跡地）

岡山城築城400年記念事業にあわせて、発掘調査して

きた成果、出土物、説明板等で系統的に展示した。

刊行物

「岡山市埋蔵文化財調査の概要1995（平成7）年度」

「吉野口遺跡」

鯉山小学校給食棟建築事業に伴う発掘調査報告書。縄文晩期か

ら近世にわたる各時代の遺構を検出、多大の成果をおさめた遺跡。

なかでもヾ縄文時代晩期の住居跡の検出や妹尾太郎兼康とおぼし

き頭骨を検出したとして注目を集めた。

「史跡岡山城発掘調査報告」

1～4次にわたる発掘調査報告書。中の段を中心とした発掘報

告書。岡山城築城の変遷を解明している。また、瓦の研究から、

岡山城下における瓦生産を復元考察。

「岡山県指定名勝近水園（吟風閣）保存修理工事報告書

吟風閣修理の概況が紹介されている。

「岡山市の近世寺社建築」

平成6・7年度に実施した市内における寺社建築の悉皆調査の報

告書。市内の寺社建築の一覧表示と概要が要領よくまとめられて

いる。
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Ⅳ．受領図書一覧

各地の教育委員会及び研究機関から交換図書あるいは寄贈図書として、毎年多くの報告書が岡山市

教育委員会に送付されてきます。それらは、芳田収蔵庫に整理保管しており、発掘調査を進めるうえ

で適宜参照し活用させていただいています。受領図書一覧を掲載する事によってそのご厚情に感謝の

意を表させていただきます。送って頂いている各教育委員会及び研究機関の方々にお礼申し上げます。

凡　例

県名（県コード）

所属機関

報告書名（シリーズ名）　　発行年月日

（財団法人は（財）、シリーズ名における市名・教育委員会名は「市」と省略、また埋蔵文

化財は「埋文」と省略しています。）

北海道（01）

東京大学大学院人文社会系研究科・文学部考古学研究室

・常呂研究室

ライトコロ右岸遺跡

福　島（07）
会津若松市教育委員会

若松北部地区県営は場整備事業発掘調査概報Ⅳ 960319

一平成7年度－（市文化財調査報告書第46号）

大戸窯・南原49号窯跡（同上第47号）　　　　　　　　　　960319

会津総合運動公園発掘調査概報Ⅴ－1991（平成3）・1992（平成4）　960328

・1994（平成6）年度調査概要報告書－（同上第48号）

会津若松市教育委員会・堂ヶ作山古墳調査団

堂ヶ作山古墳－1990・91・94年度発掘調査の記録－　　　　　960329

（同上第50集）

（財）いわき市教育文化事業団

いわき市教育文化事業団年報6（平成6年度）　　　　　　　960228

大平B遺跡・大平C遺跡古代集落・近代屋敷跡の調査　　　961001

ー常磐自動車道遺跡調査報告7－（市哩文調査報告第44冊）

綱取貝塚（同上第45冊）

茨　城（08）
玉里村立史料館

玉里村立史料館報（Vol．1）

群　馬（10）

高崎市教育委員会

山名原口I遺跡（市文化財調査報告第99集）

平成6年度高崎市内小規模埋文緊急発掘調査概要第137集

高崎市内遺跡哩文緊急発掘調査報告書10（同上第139集）

平成7年度高崎市内小規模埋文発掘調査概報（同上第140集）

真町I遺跡（同上第141集）

稲荷町2遺跡（同上第142集）

寺尾東館I・Ⅱ・Ⅲ遺跡（同上第143集）

並榎北Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ遺跡（同上第144集）

下中条里遺跡（同上第145集）

東町Ⅴ遺跡（同上第146集）

高崎市遺跡調査会

上大類野地田遺跡（市遺跡調査会報告書第35集）

栄町I遺跡（同上第43集）

矢中村西I遺跡（同上第44集）

倉賀野中里前遺跡（同上第45集）

上並榎稲荷山古墳（同上第46集）

双葉町I遺跡（同上第48集）

下小鳥町頭Ⅱ遺跡（同上第49集）

下之城村前Ⅱ遺跡（同上第50集）

中尾村前Ⅴ遺跡（同上第51集）

9603

950331

960329

960329

960329

960329

960331

960329

960329

990329

栃　木（09）
佐野市

松菓遺跡 960329

佐野市教育委員会

町屋南遺跡一市道16号線道路改良工事に伴う発掘調査報告書－　9703

前橋市教育委員会

中二子古墳

内糎遺跡群Ⅶ

市内遺跡発掘調査報告書

前橋市哩文発掘調査団

大屋敷遺跡Ⅳ

西田遺跡

9503

9503

9603

g60325

960325

960325

（朝倉玉村線道路改良工事に伴う哩文発掘調査報告書）

屋敷Ⅱ遺跡（公共開発（社会福祉複合施設建設）に伴う　　960325

哩文発掘調査報告書）

埼　玉（11）

浦和市教育委員会

大古里遺跡発掘調査報告書

（市内遺跡発掘調査報告書第24集）

浦和市遺跡調査会

井沼方遺跡発掘調査報告書第12次

（市遺跡調査会報告書第185集）

自鍬遺跡発掘調査報告書（同上第198集）

大久保領家片町遺跡発掘調査報告書（同上第199集）

会ノ谷遺跡発掘調査報告書第6次（同上第200集）

明花南遺跡発掘調査報告書（同上第201集）

会ノ谷遺跡発掘調査報告書第7次（同上第203集）

大久保領家片町遺跡発掘調査報告書第8地点（同上第205集）

田島遺跡発掘調査報告書（同上第206集）

不動谷遺跡発掘調査報告書第6次（同上第208集）

大久保領家片町遺跡発掘調査報告書第9地点（同上第211集）

大久保領家遺跡発掘調査報告書第4次（同上第214集）

940325

950331

950331

951130

951130

960131

960131

960131

960324

960324

960630
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干　葉（12）

国立歴史民俗博物館

棟札名文集成一中部福一

動物とのつきあい一食用から愛玩まで一

千葉県成東町駄ノ塚古墳発掘調査報告

（国立歴史民俗博物館研究報告第65集）

農耕開始期の石器組成1近畿（大阪・兵庫）・中国・四国

（国立歴史民俗博物館資料報告書7）

農耕開始期の石器組成2九州（同上7）

国立歴史民俗博物館研究報告第66集

国立歴史民俗博物館研究報告第68集

日本古代印集成

朝日新聞社（国立歴史民俗博物館）

倭国乱る

千葉大学文学部考古学研究室

立木南遺跡

干葉市立加曽利貝塚博物館

貝塚博物館紀要第23号

貝塚博物館糸己要第24号

干葉市教育委員会

埋文調査（市内遺跡）報告書平成7年度

市川市教育委員会

平成7年度市川市内遺跡発掘調査報告

市立市川考古博物館

平成6年度市立市川考古博物館年報第23号

下総国分寺

船橋郷土資料館

近年の新聞報道に見る考古学の成果

地形図地域研究資料1

松戸市教育委員会

木戸前Ⅱ遺跡発掘調査報告書

松戸市文化財調査報告書報告第24集

（財）市原市文化財センター

10年の軌跡

市原市文化財センター年報（平成4年度）

市原市文化財センター年報（平成5年度）

新宿区百人町三丁目遺跡調査団
′′

東京都新宿区百人町三丁目遺跡Ⅳ

新宿区遺跡調査会

東京都新宿区若松町遺跡

百人町三丁目遺跡、東京都新宿区百人町三丁目遺跡Ⅲ　　　　960331

新宿区住吉町遺跡調査団

東京新宿区住吉町遺跡Ⅱ

新宿区下戸塚遺跡調査団

下戸塚遺跡Ⅱ

豊島区立郷土資料館

生活と文化研究紀要第10号

豊島区立郷土資料館年報1994年度第10号

収蔵資料目録第八集

神奈川（14）

川崎市教育委員会

川崎市文化財調査集第30集

川崎市文化財調査集第31集

川崎市東柿生小学校内発掘調査報告書

馬絹古墳保存整備・活用事業報告書

南谷一遺跡発掘調査団

南谷一遺跡発掘調査報告書

950331

960331

950331

940331

g60331

小田原市教育委員会

小田原城三の丸南堀第Ⅲ地点（市文化財調査報告書第55集）950331

小田原城下中宿町遺跡第I地点（同上第56集）　　　　　　950331

史跡小田原城跡二の丸中城Ⅲ（同上第57集）　　　　　　　950315

小田原城下山角町第I地点（同上第59集）　　　　　　　　960329

小田原城小峯御鐘ノ台大堀切（同上第60集）　　　　　　　960329

東　京（13）
東京大学文学部考古学研究室

東京大学文学部考古学研究室研究紀要第14号

国華院大学文学部考古学研究室

物見処遺跡1995

（国学院大学文学部考古学実習報告第27集）

柳又遺跡A地点Ⅴ（同上第2も集）

柳又遺跡A地点Ⅵ（同上第29集）

宮内庁青陵部疲墓課

埴輪胎土に見られる砂礫種

一平成六年度陵墓関係調査概要－（書陵部紀要第47号抜粋）

千代田区教育委員会

千代田区の民具Ⅲ（区文化財調査報告8）

帝都高速度交通営団地下鉄7号線溜池・駒込間遺跡調査会

江戸城外堀跡市谷御門外橋詰・御堀端第I分冊

（地下鉄7号線溜池・駒込間遺跡発掘調査報告書5－1）

四谷御門外橋詰・御城端通・町屋跡（同上4－1）

四谷御門外町屋跡（同上4－2）

新宿区遺跡調査会

高田馬場三丁目遺跡

新宿区百人町西遺跡調査団

百人町三丁目西遺跡I

960628

950725

960320

960320

9603

富　山（16）

富山県埋蔵文化財センター

富山県哩文センター年報（平成6年度）

富山市考古資料館

富山市考古資料館紀要

（財）宮山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

平成7年度埋文調査概要

梅原胡摩堂遺跡調査報告（遺物編）

950331

960229

960331

960331

（哩文発掘調査報告第7集）

梅原加賀坊遺跡・久戸遺跡・梅原安丸遺跡・田尻遺跡調査報告　960331

（同上第8集）

平成7年度埋蔵文化財年報

石　川（17）

金沢大学文学部考古学講座

金沢大学考古学紀要第23号

金沢市教育委員会

西念・南新保遺跡Ⅳ（市文化財紀要119）

柚木城と三ノ坂道（同上123）

金沢市河原市館跡（同上124）

金石本町遺跡I（同上125）

金石本町遺跡Ⅱ（同上126）

金石本町遺跡Ⅲ（同上127）

金沢市近岡テラダ遺跡（同上128）

平成7年度金沢市哩文調査年報（同上129）

野々市町教育委員会

高橋セボネ遺跡
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福　井（18）

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

一乗谷朝倉氏遺跡資料館紀要1994

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡1995

（特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡第27冊）

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

高源寺遺跡（県哩文調査報告第24集）

舟場窯跡（同上第25集）

八田新保1号窯跡（同上第26集）

南江守大横遺跡（同上第27集）

961028

950331

950331

950330

尾永見遺跡・下田遺跡・縄境遺跡・犬山遺跡（同上第28集）950331

長泉寺遺跡（同上第29集）

大土呂遺跡（同上第30集）

立洞2号墳・山の上1号墳

（北陸自動車道関係遺跡調査報告書第13集）

金津町教育委員会

金津町の文化財

焼津市歴史民俗資料館

焼津市歴史民俗資料館年報9

焼津市歴史民俗資料館10

袋井市教育委員会

高尾向山遺跡Ⅱ

金山古墳群・金山横穴群I・Ⅱ（市考古資料集第2集）　　960325

久野城（平成6・7年度調査概報）　　　　　　　　　　　　960320

長　野（20）

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県哩文センタ一糸己要4　　　　　　　　　　　　　　　　9603

赤い土器のクニ（県立歴史館開館記念企画展図録）　　　　9411

長野県哩文センター年報12　　　　　　　　　　　　　　　　9603

松本市教育委員会

松本城下町跡伊勢町（市文化財調査報告No．122）　　　　　　960321

小原遺跡Ⅲ（同上No．123）　　　　　　　　　　　　　　　　960321

松本城下町跡伊勢町（同上Ⅳ0．125）　　　　　　　　　　　　960321

松本市重要文化財馬場家住宅第I期修理工事報告書　　　　960930

文化財保護年報第1集　　　　　　　　　　　　　　　　　　951031

岐　阜（21）

岐阜市教育委員会

岐阜市遺跡詳細分布調査報告書（岐阜市文化財報告96－1）　9603

平成7年度岐阜市市内遺跡発掘調査報告書

（岐阜市文化財報告96－2）

平成5～7年度岐阜市哩文調査報告書

（岐阜市文化財報告96－3）

岐阜市遺跡調査会

堀田・城之内

垂井町教育委員会・三重大学考古学研究室

美濃国府跡発掘調査報告I

静　岡（22）

静岡市教育委員会

ふちゅ～るNo．3（平成5年度市文化財年報）

ふちゅ～るNo．4（平成6年度市文化財年報）

平城遺跡・平城古墳群

三島市教育委員会

五輪・観音洞・元山中・陰洞遺跡I・Ⅱ

三島市哩文発掘調査報告Ⅲ

三島市文化財年報第7号

三島市埋文発掘調査報告Ⅴ

接待茶屋遺跡

西大久保・奈良橋向遺跡

山中城跡三ノ丸第1地点

焼津市教育委員会

寛択古墳群Ⅱ（市哩文調査報告書第16集）

愛　知（23）
名古屋大学文学部考古学研究室

考古資料ソフテックス写真集第11集

名古屋大学文学部研究論集12

名古屋市教育委員会

牛頭天王車（市山車調査報告書30）

名古屋城三の丸遺跡第6・7次発掘調査報告書

雷貝塚第2次発掘調査報告書

西志賀遺跡発掘調査の概要

平田城跡発掘調査報告書

高蔵遺跡第11次発掘調査の概要

正木町遺跡第6次発掘調査概要報告書

正木町遺跡第5次調査の概要

見晴台遺跡第35次発掘調査概要報告書

鳴海城跡発掘調査概要報告書

鳴海城跡第2次発掘調査概要報告書

高蔵遺跡第10次調査の概要

幅下小学校遺跡第4次調査の概要

特別展城下町大発掘

名古屋市見晴台考古資料館

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9603

5960

9603

9503

9603

9603

9603

9603

9603

9603

9603

9103

9603

9603

9603

9511

0315

603

22

30

31

31

28

31

29

29

28

25

28

29

29

29

見晴台遺跡第32次・第33次発掘調査の記録13　　　　　　　960329

名古屋市見晴台考古資料館年報

味鏡B遺跡調査会

味鋏B遺跡調査報告書

豊橋市教育委員会・豊橋遺跡調査会

王郷遺跡（市埋文調査報告書第28集）

豊橋市教育委員会・牟呂地区遺跡調査会

外神遺跡（同上第27集）

豊橋市教育委員会

高井遺跡（同上第26集）

大西貝塚Ⅱ（市哩文発掘調査報告書第29集）

960610

950331

g60131

950915

960229

960325

鎌田遺跡・西新屋遺跡・西新屋古墳群（同上第30集）　　　960628

南田遺跡・瓜郷遺跡Ⅲ（同上第31集）　　　　　　　　　　961031

百々池B古窯・車田遺跡Ⅱ（同上第32集）　　　　　　　　960622

－富市博物館

一宮市博物館年報4（平成5・6年度）　　　　　　　　　　960331

瀬戸市埋蔵文化財センター

東拝戸A窯跡（市埋文センター調査報告書第11集）　　　　960319

赤重窯跡（同上第12集）　　　　　　　　　　　　　　　　960321

平成7年度瀬戸市哩文センター年報　　　　　　　　　　　960617

研究紀要第4輯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96032g

（財）瀬戸市埋蔵文化財センター

設立5周年記念企画展「古瀬戸をめぐる中世陶器の世界」　961113

豊田市教育委員会

豊田史料叢書（虞見村史料二）　　　　　　　　　　　　　961122

豊田の方言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　961122

マキノ映画の時代（市郷土資料館所蔵映画資料目録）　　　961122

梅坪遺跡Ⅲ（市哩文発掘調査書第5集）　　　　　　　　　960331

神明遺跡（同上第6集）　　　　　　　　　　　　　　　　960331
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安城市教育委員会

御用地遺跡（市哩文発掘調査報告書第1集）

重（24）

三重県埋蔵文化財センター

伊賀国府跡（県哩文調査報告99－4）　　　　　　　　　　920331

長者屋敷遺跡・峯城跡・中冨田西浦遺跡（同上133－1）　　960329

津市教育委員会

北垣内遺跡発掘調査報告（市哩文調査報告25）　　　　　　960329

上野市教育委員会

上野市埋文年報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29603

上野市教育委員会・上野市遺跡調査会

西明寺遺跡発掘調査報告6次（市文化財調査報告56）　　　960331

小芝遺跡発掘調査報告3次（同上57）　　　　　　　　　　9603

森田遺跡発掘調査報告（同上58）　　　　　　　　　　　　960331

上野市遺跡調査会

森脇遺跡発掘調査報告（同上26）

鈴鹿市教育委員会

鈴鹿市埋文調査年報Ⅲ

伊勢国分寺・国府跡3

（財）向日市埋蔵文化財センター
′

向日市埋文調査報告書第43集

都城No．7

（財）長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京跡右京第496次東羅古墳群発掘調査報告

（市哩文調査報告書第7集）

長岡京市哩文センター年報

長岡京市教育委員会

井ノ内稲荷塚古墳（市文化財調査報告書第34冊）

走田古墳群（同上第35冊）

滋　賀（25）

大津市歴史博物館

開館5周年記念企画展

（近江の古代を掘る一土に刻まれた歴史－）

大津市教育委員会

大津の文化財

大津市遺跡分布地図（市哩文調査報告27）

滋賀県立大学人間文化学部

琵琶湖文化論実習

草津市教育委員会

草津川改修関連遺跡発掘調査概要報告書X

951012

960315

960331

9607

960331

（市文化財調査報告書27）

中主町教育委員会

光明寺遺跡第7次発掘調査報告書（町文化財調査報告書第4集）8503

昭和60年度中主町内遺跡発掘調査年報（同上第5集）　　　8603

県道荒見・上野・近江八幡線単独道路改良工事に伴う埋文試　8703

掘調査報告書（同上第14集）

中主町内古文書目録（社寺編一）（同上第24集）　　　　　　890331

平成6年度中主町埋文発掘調査集報I（同上第45集）　　　9503

近江国野洲郡安治区有文書目録（同上第46集）　　　　　　950331

中主町のすまい（同上第48集）　　　　　　　　　　　　　960329

信楽町教育委員会

紫香楽宮関連遺跡発掘調査報告（町文化財報告書第8集）　940331

八日市市教育委員会・雪野山古墳発掘調査団

雪野山古墳の研究

京　都（26）

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

京都府埋文情報第59号

京都府埋文情報第60号

京都府哩文情報第61号

京都府埋文情報第62号

第14回小さな展覧会

（財）京都市埋蔵文化財研究所

研究紀要第2号

平成5年度京都市哩文調査概要

平成6年度京都市哩文調査概報

大　阪（27）

大阪大学稲荷塚古墳発掘調査団

井ノ内稲荷塚古墳

大阪府立弥生文化博物館

平成8年春季特別展

（卑弥呼の動物ランドーよみがえった弥生犬－）

中国仙人のふるさと一山東省文物展－

（府立弥生文化博物館図録13）

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立近つ飛鳥博物館館報1

仁徳陵古墳（平成8年度春季特別展）

池上曽根遺跡史跡指定20周年記念事業実行委員会

弥生の環濠都市と巨大神殿

関西大学工業技術研究所

石器資料の石質調査（古文化財保存科学研究会調査報告）　900330

大谷女子大学資料館

杜・上中遺跡（大谷女子大学資料館報告書第33冊）

貝塚寺内町遺跡発掘調査報告書（同上第34冊）

大阪市教育委員会・（財）大阪市文化財協会

平成6年度大阪市内哩文包蔵地発掘調査報告書

（財）大阪市文化財協会

四天王寺旧境内遺跡発掘調査報告I

長原遺跡発掘調査報告Ⅵ

長原・瓜破遺跡発掘調査報告Ⅷ

難波宮牡の研究（第10）

森の宮遺跡Ⅱ

豊中市教育委員会

豊中市哩文発掘調査概要平成7年度

（市文化財調査報告第37集）

高槻市立埋蔵文化財調査センター

嶋上遺跡群（市文化財調査概要22）

高槻市文化財年報（平成6年度）

古曽部・芝谷遺跡（市文化財調査報告書第20冊）

9603

9603

960229

960327

枚方市教育委員会

枚方市哩文発掘調査概要1995（市文化財調査報告第30集）　96032g

平成5年度市民歴史講座（須恵器でみる古代の日本）

枚方市教育委員会・枚方市文化財研究調査会

枚方市民俗文化財調査報告4

（旧川越村「村野・茄子作・山之上・田宮」）

枚方市文化財研究調査会

枚方市文化財年幸飢6（1994年度分）

枚方市文化財年幸臥7（1995年度分）

茨木市教育委員会

平成7年度発掘調査概報

東大阪市教育委員会・（財）東大阪市文化財協会

君江遺跡第38次発掘調査報告

960331

960701

960331

930331

西ノ辻遺跡第27次・鬼虎川遺跡第27次発掘調査報告書　　　940331
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西ノ辻遺跡第30次発掘調査報告

東大阪市下水道事業関係発掘調査概要報告

西ノ辻遺跡第22次発掘調査報告書

西ノ辻遺跡第9次発掘調査報告

950303

950331

950331

960331

鬼虎川遺跡第26次・西ノ辻遺跡18～20次調査概要報告　　　950331

宮ノ下遺跡第1次発掘調査報告書第1分冊　　　　　　　　　96022g

宮ノ下遺跡第1次発掘調査報告書分冊2　　　　　　　　　　960331

八尾市教育委員会

八尾市内遺跡平成7年度発掘調査報告書I　　　　　　　　　960331

（市文化財調査報告33）

八尾市内遺跡平成7年度発掘調査報告書Ⅱ（同上34）　　　960331

貝塚市教育委員会

加治・神前・畠中遺跡発据調査概要（市埋文調査報告第36集）960329

東遺跡発掘調査概要I（同上第37集）　　　　　　　　　　960329

貝塚市遺跡群発掘調査概要18（同上第38集）　　　　　　　960329

貝塚寺内町遺跡（同上第39集）　　　　　　　　　　　　　960731

河内長野市教育委員会

河内長野市哩文調査報告書Ⅱ（野間里遺跡・向野遺跡）　　960331

（市文化財調査報告書第27輯）

河内長野市遺跡調査会

高向遺跡（市遺跡調査会報ⅩⅡ）　　　　　　　　　　　　960331

ジョウノマエ遺跡・尾崎遺跡・尾崎北遺跡・菱子尻遺跡・市　960330

町東遺跡（同上ⅩⅢ）

錦町北遺跡（同上ⅩⅣ）　　　　　　　　　　　　　　　　960331

羽曳野市教育委員会

古市遺跡群ⅩⅦ（市哩文調査報告書第33）　　　　　　　　960329

羽曳野の古墳（その1）　　　　　　　　　　　　　　　　　930331

高屋城とその周辺（第13回歴史資料室テーマ展示）　　　　9511

野々上遺跡

泉南市教育委員会

泉南市遺跡群発掘調査報告書ⅩⅢ

第9回歴史の華開く泉南シンポジウム

（弥生文化の成立一日本古代国家の成立を探るⅣ－）

加古川市教育委員会

加古川市文化財目録

龍野市教育委員会

新宮東山古墳群（市文化財調査報告16）

三田市教育委員会

さんだのくらし3（はかる道具）

東家地古墳・著荷谷古墳群第3号墳（市文化財調査報告第9集）950331

つくる道具

さんだ風土記3（小野）

おかあさんの考古学

ふるさと三田第19集（三田の力士碑）

さんだのくらし5（いわいの道具）

加西市教育委員会

横田遺跡

長塚遺跡I（市哩文調査報告23）

渡遺跡

村前遺跡

畑町の歴史

加東郡教育委員会

上中・溝ノ内遺跡（郡哩文報告書第18集）

中町教育委員会

960801

961101

961101

970226

970226

9403

9503

9507

g603

9607

曽我井・沢田遺跡曽我井・山田遺跡（町文化財報告11）　　960331

新宮町

まんが大上宇市

町史よもやま話

新宮町教育委員会

新宮町の石造遺物（中世編）

上郡町教育委員会

井の端古墳群

安宮町教育委員会

塩野古墳（町文化財調査報告3）

兵　庫（28）

兵庫県教育委員会

平成7年度年報

兵庫県立歴史博物館

館幸飢995（vo113）

尼崎市教育委員会

尼崎市哩文年報（平成4年度）

六甲山麓遺跡調査会

豊中市服部遺跡一第5次調査－　　　　　　　　　　　　　960331

神戸市中央区熊内遺跡一第2次調査－　　　　　　　　　　961118

神戸市北区古寺山遺跡調査と多聞廃寺址概要　　　　　　　961115

伊丹市教育委員会

有岡城跡（市哩文調査報告書第18集）　　　　　　　　　　960925

口酒井遺跡発掘調査報告書第22次・25次調査　　　　　　　9503

（市哩文調査報告書第20集）

豊岡市教育委員会・豊岡市立郷土資料館

立石山崎古墳群民間開発事業にかかる哩文発掘調査概要　940330

（市文化財調査報告書27・市立郷土資料館調査報告書27）

福成寺出土銭中世大量出土銭の調査報告書（同上28・同上　940330

28）

加陽土屋ヶ鼻遺跡群（同上29・同上2g）

森尾大内谷古墳群（同上第30集・第30集）

豊岡市出土文化財管理センター

とよおか発掘情報（第1号）

奈　良（29）

奈良国立文化財研究所

哩文ニュース81（古代地方官街遺跡関係文献目録）　　　　960322

哩文ニュース82

哩文ニュース86

哩文ニュース84

飛鳥・藤原宮発掘調査概報

奈良国立文化財研究所年報1995

奈良大学考古学研究室

平城京左京四条三坊十一坪発掘調査報告書

平城京左京四条三坊十一坪発掘調査会・奈良大学考古学研究室

平城京左京四条三坊十一坪発掘調査報告書

（奈良大学平城京発掘調査報告書第2集）

奈良大学文学部文化財学科

文化財学報第十四集

奈良県立橿原考古学研究所

平城京右京一条北辺二坊三坪・四坪

（県史跡名勝天然記念物調査報告第67冊）

南郷遺跡群I（同上第69冊）

960102

961220

970210

269605

g61001

910331

961225

久安寺モッテン墓地跡（奈良文化財調査報告書第70集）　　950331

高家遺跡群I（同上第72集）

奈良県遺跡調査概報1991年度（第1冊分）

奈良県遺跡調査概報1992年度（第2冊分）

奈良県遺跡調査概報1993年度（第2冊分）

奈良県遺跡調査概報1995年度（第1分冊）

奈良県遺跡調査概報1995年度（第2分冊）
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橿原考古学研究所年報21（平成6年度1994）

考古学論致（第20冊）

橿原考古学研究所付属博物館

950331

950331

96春季特別展（弥生の風景唐古・鍵遺跡の発掘調査60年）　960420

よみがえった生活用具Ⅱ

（平成8年度特別展遺跡出土木製品の保存処理）

（財）由良大和古代文化研究協会

研究紀要第3集

奈良市教育委員会

奈良市埋文調査センター紀要1995

奈良市哩文調査概要報告書平成7年度

平城京東市跡推定地の調査Ⅳ（第18次発掘調査概報）

970301

961001

960329

960331

960331

大和高田市教育委員会

コンビラ山古墳

大和高田市遺跡分布調査報告書I（市文化財調査報告第5集）　960331

橿原市干塚資料館

かしはらの歴史をさぐる4（平成7年度哩文発掘調査速報展）　960427

桜井市立埋蔵文化財センター

古代桜井の木製品

榛原町教育委員会

榛原町内遺跡発掘調査概要報告書1993年度

（町文化財調査概要11）

榛原町内遺跡発掘調査概要報告書1994年度（同上14）

榛原町遺跡調査集I（同上15）

はいばら野の花の四季（町郷土ブックス6）

河合町教育委員会

河合町の文化財

宮堂遺跡Ⅱ（町文化財調査報告第11集）

島根県教育委員会・島根県立八雲立つ風土記の丘研究所

御崎山古墳の研究八雲立つ風土記の丘研究紀要Ⅲ　　　　　960329

島根県立八雲立つ風土記の丘

プレ古代出雲文化展サイエンスロマン“IZUMO～古代出雲　9702

文化展への招待～

島根古代文化センター

出雲国風土記論究下巻古代文化叢書2

しまねの古代文化第3号

古代文化研究第4号

松江市教育委員会

史跡松江城公園周辺整備事業実施報告書

松江市教育委員会・松江市教育文化振興財団

大久保谷遺跡発掘調査報告書（松江市文化財調査報告書第67　9603

集）

川原後谷横穴群発幅固査幸腔テ書（同上第68集）

四天王寺跡発掘調査報告書（同上第69集）

宮尾古墳群他発掘調査報告書（同上第70集）

向山古墳群発掘調査概要報告書（同上第71集）

大井・西尾地区農道整備関係遺跡発掘調査概要報告書（同上

第72集）

寺山小田遺跡発掘調査報告書　（同上第73集）

出雲市教育委員会

山持川川岸遺跡

上長浜貝塚

9603

9603

9603

g603

9603

9603

9603

9603

和歌山（30）

和歌山県紀伊風土記の丘管理事務所

糸己伊風土記の丘年報

鳥　取（31）

（財）鳥取市教育福祉振興会

秋里遺跡

秋里遺跡（マンション建設に伴う発掘調査）

平成7年度桂見遺跡群発掘調査概要報告書

山ヶ鼻遺跡Ⅱ

面影山古墳群発掘調査報告書

（財）米子市教育文化事業団

吉谷トコ遺跡（市教育文化事業団文化財報告書5）

奥陰田遺跡群調査概要（同上6）

目久美遺跡Ⅳ（同上10）

新山山田遺跡．・陰田広畑遺跡調査概報（同上14）

米子城跡Ⅲ（市教育文化事業団文化財調査報告書9）

米子城跡4（同上12）

米子城跡5（同上12）

米子城跡7（同上15）

米子城跡8（同上16）

錦町第1遺跡（同上17）

陰田広畑遺跡（同上17）

新山山田遺跡（6区）（同上19）

960331

960331

960331

960331

g403

9403

9503

9503

g503

9503

9603

9503

960329

960329

960331

960329

960329

島　根（32）

島根県教育委員会

埋文調査センター年報Ⅳ

志津見ダム建設予定地内哩文調査報告書3

いにしえの島根ガイドブック

岡　山（33）

岡山大学文学部考古学研究室

恩原2遺跡

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡7（岡山大学構内遺跡発掘調査報告第10冊）　　960229

岡山大学構内遺跡調査研究年報第13冊

岡山理科大学

自然科学研究所研究報告第21号

加計学園埋蔵文化財調査室

津島東3丁目遺跡第1地点清水谷遺跡

（加計学園哩文調査室発掘調査報告書1）

就実大学吉備地方文化研究所

吉備地方文化研究第八号

山陽学園短期大学紀要編集委員会

山陽学園短期大学紀要

岡山県教育委員会

岡山県の民俗芸能

岡山県埋文報告26

津寺遺跡3（県埋文発掘調査報告104）

斎富遺跡（同上105）

百聞川原尾島遺跡5（同上106）

南港手遺跡2（同上107）

中池ノ内遺跡（同上108）

961115

9612

960331

960331

960331

960331

960331

960329

960331

西大沢古墳群・畑ノ平古墳群・黒土中世墓・虫尾遺跡・茂平　960331

古墓・茂平城（同上111）

田益新田遺跡・青谷5号墳（同上112）　　　　　　　　　　960331

宮地遺跡・大木遺跡・大木古墳群・粧田山城跡・大村遺跡　960331

（同上113）

有間川兼基遺跡2・有間川今谷遺跡2（同上114）　　　　　960331

岡山県教育委員会・建設省岡山国道工事事務所

田益新田遺跡・西山古墳群（同上109）

絵図遺跡・南方遺跡（同上110）

妹尾を語る会運営委員会

妹尾・箕島のむかしをたづねて
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倉敷市

倉敷の歴史

倉敷埋蔵文化財センター

倉敷埋文センター年報2（1994年度）

茂浦古墳群（市哩文発掘調査報告第5集）

倉敷市立自然史博物館

倉敷市立自然史博物館報第6号

種松山の自然

宇野確雄植物コレクション5

（市立自然史博物館収蔵資料目録第5号）

津山弥生の里文化財センター

年報津山弥生の里第3号

津山弥生の里文化財センター・津山市教育委員会

長畝山北11号墳（市哩文調査報告第57集）

津山郷土博物館

矢吹家資料目録上（津山郷土博物館糸己要第八号）

正岡子規と大谷是空

笠岡市教育委員会（石田寛）

皇国地誌・備中国小田郡浅口郡村誌一現笠岡市堺域村誌を中

心に－抜き刷り一

笠岡市

笠岡市史

総社市教育委員会

総社市哩文調査年報6

960326

951231

g60331

960331

960301

960331

960331

960331

960331

960323

9603

961120

高梁市教育委員会

天然記念物「臥牛山のサル生息地」のニホンザル保護・管理　961009

総合報告書

大谷市号墳シンポジウム実行委員会

終末期古墳と大谷一号墳（被葬者は吉備大事か）

奥津町教育委員会

高下休場遺跡・西屋A遺跡（町哩文発掘調査報告2）

庄原市教育委員会

門田下古墳（市文化財調査報告書4）

（財）東広島市教育文化振興事業団

今田遺跡発掘調査報告書（文化財センター調査報告第5冊）　950331

西束子遺跡発掘調査報告書（同上第7冊）　　　　　　　　960331

浦苅町教育委員会

96古代土器製塩シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　970110

神石町教育委員会・広島大学文学部考古学研究室

辰の口古墳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　970110

（財）吉田町地域振興事業団

山手1号・4号古墓（町地域振興事業団調査報告書第4集）　960329

新市町教育委員会

四五迫城跡（町文化財調査報告第5集）　　　　　　　　　920331

ふるさと新市町史跡案内　　　　　　　　　　　　　　　　　950301

東城町教育委員会

鬼僑野路古墳発掘調査幸腔i書（町哩文発掘調査報告書第3集）　960331

鶴亀山古墳群（第1・2号古墳発掘調査報告書）　　　　　　960331

広　島（34）

広島大学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報Ⅸ

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報Ⅹ

（財）広島県埋蔵文化財調査センター

城山（県埋文調査センター調査報告書第137集）

下上戸遺跡（同上第138集）

熊ヶ迫1～3号窯跡（第139集）

神峠遺跡発掘調査報告（第140集）

本地丸山遺跡発掘調査報告書（第141集）

薬師城跡（第142集）

年報11（平成6年度）

研究輯録Ⅵ

広島県立歴史民俗資料館

考古企画展（古代の炎と器）

広島市教育委員会

広島市の文化財

広島市歴史科学教育事業団

8603

950331

9603

9603

960331

960331

9603

g60331

9503

9603

960426

961225

広島城関連遺跡（市歴史科学教育事業団調査報告書第15集）9503

串山城遺跡（同上第16集）

黒谷遺跡（同上第17集）一

平成6年度考古学教室の記録集

（古代の布づくりと土器づくり体験）

府中市教育委員会

府中市内遺跡1（市哩文調査報告第6冊）

府中市内遺跡2（同上第7冊）

950331

960331

山　口（35）

山口大学

山口大学構内遺跡調査研究年報ⅩⅢ

山口市教育委員会

初瀬遺跡（市哩文報告第51集）

宮の前遺跡（同上第53集）

山口市内遺跡詳細分布調査（小鰭地区）

山口市内遺跡詳細分布調査（宮野地区）（同上第59集）

下関市教育委員会

延行条里遺跡（市埋文調査報告書56）

下関市立考古博物館

下関市立考古博物館年報1

下関市立考古博物館常設展示図録

綾羅木郷遺跡の歴史展

防府市教育委員会

防府市文化財調査年報I（1989）

9612

9403

9503

g503

9603

960328

960331

950513

951114

890331

周防国府跡第78・84次発掘調査概要（市哩文調査概要9501）950330

周防国府跡第88・91次発据調査概要（同上9601）　　　　　960328

平成5・6年度防府市内遺跡発掘調査概要（同上9602）　　　960328

徳　島（36）

徳島市教育委員会

徳島市哩文発掘調査概要6

第16回哩文資料展図録

香　川（37）

高松市歴史資料館

第6回企画展（鏡の美）

第9回特別展（讃岐一宮田村神社の名宝展）

第11回特別展（讃岐の古瓦展）

高松埋文展

高松市歴史資料館年報（平成6年度NO．2）

高松市歴史資料館収蔵資料目録（考古資料）

高松市教育委員会

空港跡地遺跡（亀の町地区I）（市哩文調査報告第25集）

井手東I遺跡4分冊（同上第26集）

井手東Ⅱ遺跡（同上第27集）

空港跡地遺跡（亀の町地区Ⅱ）（同上第28集）

松林遺跡（同上第31集）

弘福寺領讃岐国山田郡田図関係遺跡発掘調査概報

（同上第32集）

950128

9507

9601

970218

950825

960331
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愛　媛（38）

愛媛大学法文学部考古学研究室

江口貝塚Ⅲ（愛媛大学法文学部考古学研究報告第4冊）　　960331

愛媛県埋蔵文化財センター

一般国道11号重信道路埋文発掘調査報告書　　　　　　　　960331

一般国道196号松山環状線埋文発掘調査報告書Ⅲ　　　　　　960331

糸大谷遺跡（哩文発掘調査報告書第63集）　　　　　　　　9603

大西町教育委員会

妙見山古墳群1号墳整備概報

上浦町教育委員会

萩ノ岡貝塚愛媛大学法文学部考古学研究室編

福　岡（40）

九州大学大学院比較社会文化研究科九州文化史資料室

九州文化史研究所紀要1

北九州市立考古博物館

研究紀要第3号

北九州市立考古博物館年報（平成7年度）

縄文と弥生の神と祈り（第14回特別展）

北九州市教育委員会

961028

9606

960620

960803

祇園町遺跡第2地点（市文化財調査報告書第68集）　　　　960229

相坂槙穴群（同上第69集）

小倉城跡Ⅱ（同上第70集）

（財）北九州市教育文化事業団

上曽根遺跡（市埋文調査報告書第181集）

中縄手遺跡（123区）（同上第182集）

園田遺跡・八反田遺跡（同上第183集）

金山遺跡Ⅵ区（同上第184集）

960331

960331

961009

96100g

961009

961009

徳力土地区画整理事業関連報告書8（同上第185集）　　　　961009

徳力土地区画整理事業関連報告書9（同上第186集）　　　　961009

長野・早田遺跡（第2地点）（同上第187集）

貫川遺跡11（同上第188集）

脇田・丸山遺跡1（同上第189集）

片井田遺跡Ⅱ区（同上第190集）

長ムタ遺跡（同上第191集）

祇園町遺跡3（第3地点）（同上第193集）

中縄手遺跡4区（同上第194集）

埋文調査室年報12（平成6年度）

研究糸己要10

福岡市教育委員会

比恵遺跡13（市埋文調査報告書第368集）

鴻臆館跡4（同上第372集）

井尻B遺跡4・南八幡遺跡4（同上第441集）

比恵遺跡群19（同上第442集）

博多49（同上第443集）

原遺跡8（同上第444集）

持田ケ浦古墳群2（同上第445集）

浦田部木原3次（同上第446集）

博多50（同上第447集）

博多51（同上第448集）

博多52（同上第449集）

博多53（同上第450集）

比恵遺跡群20（同上第451集）

比恵遺跡群21（同上第452集）

比恵遺跡群22（同上第453集）

那珂遺跡15（同上第454集）

那珂16（同上第455集）

下月隈天神森遺跡Ⅱ（同上第456集）

961009

961009

961009

961009

g61009

961009

961009

961009

961009

960331

960331

960331

960331

960331

960224

960331

960331

g60331

960331

960331

960329

960329

960331

960329

960331

960331

960331

下月隈天神森遺跡Ⅲ（同上第457集）
／

井相田C遺跡第5次・高畑遺跡第14次（同上第458集）

箱崎遺跡4（同上第459集）

東那珂遺跡2（同上第460集）

吉武遺跡群Ⅷ（同上第461集）

長峰遺跡2（同上第462集）

福岡城赤坂門跡（同上第463集）

吉塚2（同上第464集）

立花寺3（同上第465集）

立花寺4（同上第466集）

福岡外環状道路関係哩文調査報告1（同上第467集）

次郎丸遺跡I（同上第468集）

カルメル修道院内遺跡Ⅲ（同上第469集）

有田・小田部第23集（同上第470集）

有田・小田部第24集（同上第471集）

有田・小田部第25集（同上第472集）

有田・小田部第26集（同上第473集）

兜塚古墳（同上第474集）

堀之内遺跡1（同上第475集）

三苫永浦遺跡（同上第476集）

三苫遺跡群2（同上第477集）

姪浜遺跡2（同上第478集）

今宿五郎江遺跡Ⅲ徳永A遺跡Ⅲ丸隈山遺跡群I（同上第47g

集）

桑原遺跡群2（同上第480集）

大原D遺跡群1（同上第481集）

四箇周辺遺跡調査報告書（7）（同上第482集）

西新町遺跡4（同上第483集）

西新町遺跡5（同上第484集）

入部Ⅵ（同上第485集）

鴻臆館跡6（同上第486集）

鴻臆館跡7（同上第487集）

福岡市埋蔵文化財年報Vol．9（1994年度）

福岡市埋蔵文化財センター

福岡市哩文センター年報第14号

福岡市哩文センター年報第15号

小都市教育委員会

一ノロ遺跡I地点（市文化財調査報告書第86集）

三国地区遺跡群4（同上第97集）

三国地区遺跡群5（同上第98集）

大保西小路遺跡（同上第99集）

福童山の上遺跡2・小郡正尻遺跡2（同上第100集）

苅又地区遺跡群I（同上第101集）

小郡正尻遺跡3（同上第107集）

小郡大保道遺跡（同上第108集）

三国地区遺跡群6（同上第109集）

三国地区遺跡群7（同上第111集）

960331

960331

960331

960331

g60329

960329

960331

960331

g60331

960331

960329

960331

960331

960329

960331

960329

960329

960329

960329

960331

960329

960329

g60329

960331

960331

g60329

960331

960329

960329

960315

980315

960329

960220

970228

g40331

950331

950331

950331

950331

950331

960331

960229

960331

960331

筑紫野市教育委員会

八ヶ坪遺跡第6・7地点（市文化財調査報告書第22集）　　　850331

原田地区遺跡群（同上第37集）

「従是北筑前国」銘国境石（同上第45集）

五郎山古墳（同上第46集）

岡田地区遺跡群I（同上第51集）

宗像市教育委員会

冨地原森（市文化財調査報告書第40集）

冨地原神足崎（同上第41集）

宗像市内遺跡等分布地図

宗像の歴史散歩（宗像市文化財ガイドブック）　　　　　　970127
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太宰府市教育委員会

太宰府条坊跡Ⅸ（市の文化財第30集）

太宰府・佐野地区遺跡群Ⅵ（同上第31集）

太宰府文化財名選

遠の朝廷太宰府（CD－ROM）

津屋崎町教育委員会

在日遺跡群Ⅲ－県営圃場整備事業津屋崎地区に伴う発掘調　960329

査報告書－（町文化財報告書第11集）

在日遺跡群Ⅲ（同上第11集）

佐　賀（41）

佐賀市教育委員会

御手水遺跡Ⅱ（市文化財調査報告書第64集）

琵琶原遺跡4区・草場遺跡1区（同上第65集）

藤付遺跡1区・大塚遺跡1区・大日遺跡2区（同上第66集）

上揚遺跡3区（同上第67集）

佐賀市埋文確認調査報告書1990・1991年度（同上第68集）

来迎寺遺跡（2・3区）・若宮原遺跡（同上第69集）

西千布遺跡1区・友貞遺跡8・9・10・11区（同上第70集）

修理田遺跡I（同上第71集）

忠兵衛屋敷遺跡（同上第72集）

下和泉一本椎遺跡I（同上第73集）

下村遺跡（同上第74集）

東千布遺跡Ⅱ（同上第75集）

佐賀城跡（同上第76集）

東名遺跡（同上第77集）

有田町教育委員会

小藩上窯・向ノ原窯（町内古窯跡群詳細分布調査報告書第8集）

天神森窯・小物成窯（同上第9集）

950331

960329

960331

960329

960329

960329

960331

960329

960329

960329

960329

960331

960331

960329

熊　本（43）
熊本市教育委員会

つつじヶ丘横穴群発掘調査概報Ⅱ

大　分（44）

大分県教育委員会

岩崎横穴墓

大分県内遺跡発掘調査概報

大分県文化財年報4平成6（1994）年度版

府内城三ノ丸北口跡

机張原遺跡・女狐近世墓地・庄ノ原遺跡群

960331

960331

960331

960331

960331

（九州横断自動車　道関係埋文発掘調査報告書5）　　　　960331

横手遺跡群発掘調査報告書（県文化財調査報告書第93集）　960331

徳瀬遺跡（同上第94集）　　　　　　　　　　　　　　　　903316

香々地町教育委員会

香々地の遺跡Ⅱ（町文化財調査報告書第2集）

鹿児島（46）

加世田市教育委員会

枠の原遺跡（市埋文発掘調査概要）

別府城跡（市埋文発掘調査報告書10）

干河原遺跡（市埋文発掘調査報告書11）

中　国

洛陽市文物工作隊

洛陽考古四十年
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Ⅴ．資料紹介と研究ノート

吉備津神社御釜殿の瓦と宮内の瓦師

安仁神社裏山出土銅鐸

片岡家所蔵出土地不明銅鐸

廊至率ゝ
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岡山市域に生息する動物たち

天瀬のリュウ

生息地：天瀬遺跡器台

南方のシカ

生息地：南方遺跡剣形木製品



きびつじんじゃおかまでん　　　みやうち

吉備津神社御釜殿の瓦と宮内の瓦師
本論鞘拝晶＃輪輔昔昔拝辞韻擬串♯井出拒甜轟副群苦串輔捕♯♯韓坤梯♯轄串＃＃淋枯媒＃砧枯曲轄抽轄相浦嗣≠籠♯

吉備津神社は岡山市吉備津に所在し、古くから吉備諸国はもとより全国規模の信仰を集めてきた。広

大な境内には、国宝の本殿をはじめ、数多くの文化財が所在する。このうち御釜殿は、国指定の重要

文化財［建造物］で、鳴釜の神事で著名であるが、その棟札（1）によれば石見銀山の開発に成功した安原

氏一族が檀那となって慶長17年（1612）に建造されたことが判っている。1995・96年度に国庫補助

事業で屋根の葺替修理が実施され、新たに紀年銘を持つ鬼瓦やそれと組み合う軒瓦類が確認された。こ

れらは、考古資料としても岡山市近郊における中世末から近世初頭の瓦の生産と流通を考える上で重

要な位置を占め、特に地元の宮内の瓦師の動向を探る有力な手がかりとなるものである。修理時に確

認された御釜殿の屋根瓦のうち、製作が江戸時代前期以前とみられるものを中心に報告を行う。

1．御釜殿の瓦
軒丸瓦類　瓦箔の抽出を念頭に、瓦当文様からI類～Ⅶ類に分類した。I～Ⅳ類は三巴文、Ⅴ類

は井桁に藤文、Ⅵ・Ⅶ類は桐文である。丸瓦部内面のコビキ（2）痕はI～Ⅲa・Ⅴ類がA、他はBである。

瓦当面のハナレ砂の有無、胎土・焼成などからはI・Ⅱ・Ⅴ類、Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ類、Ⅶ類に三分される。

I類は全長36．5cm、瓦当部外径16．1cm、瓦当文様区径11．5cm、文様は左巻き三巴で、巴外周に圏線

はなさず、珠文は19個。瓦当面に1mm大以下のハナレ砂を顕著に付着させる。丸瓦部の器壁が厚く、瓦

当円盤との接合は極めて頑丈である。瓦当裏の括れはさほど顕著でなく、丸瓦体部より連続的に瓦当

面に至ってシャープに終る。丸瓦側部内角の面取ケズリはそのまま瓦当裏に至らずに直前で浅くなり、

そのぶん瓦当裏の側部が厚くなる。玉縁下角の削り込みは、丸瓦体部に僅かにかかる程度。丸瓦部外

面は面取的な縦ナデ。丸瓦内面の布目はガーゼ状に細かく、コビキA痕より目立って残っている。吊

紐痕は確認できない。胎土は断面が淡灰色で生地が細かく、器壁は黒灰色を呈して、焼成や炭素の吸

着度は良好である。

II類は、全体にI類と同様であるが、やや小ぶりである。全長34．9cm、瓦当部外径14．5cm、文様区

径10．5cmを測る。文様はやはり左巻き三巴で、巴外周に圏線をなさず、珠文数は19個、瓦当面のハナ

レ砂の付着が顕著である。外形や丸瓦部内外面の状況

も基本的にI類と同じであるが、丸瓦部外面には縄叩

痕が消え切らずに観察できる。記載個体は器面が暗灰

色で、I類より炭素の吸着が悪いが、焼成はやはり良

好である。

Ⅲa類は全長33．5cm、瓦当部外径14．6cm、文様区径

10．5cm。文様は右巻き三巴の周囲に圏線、その外に17

個の珠文があり、外にはさらに圏線がめぐる。瓦当面

のハナレ砂は施されない。瓦当裏の括れは深く、瓦当

上角は鋭角をなす。丸瓦部外面の縦ナデは丁寧で、縄

叩痕はみえない。丸瓦部内面の布目は細かいが、見か

け上はコビキA痕が圧倒する。布目には粗い横糸（紐）

が1．4～2．0cm間隔でらせん状に縫う。吊紐痕はD（3）で

太い。丸瓦側部内角の面取ケズリはほぼ一様に瓦当裏

に達し、玉縁下角の削り込みは、丸瓦休部に僅かにか

かる程度。器面は黒灰色を呈して炭素の吸着は良好で

あるが、断面は芯部が暗灰色・表部が灰色で、全体の

焼成はあまい感をうける。胎土は生地が細かいが1mm

内外の砂粒を含む。
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第2図　御釜殿の軒丸瓦1
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Ⅲb類は全長31．1cm、瓦当部外径14．3cm、文様区径10．0cmを測る。文様は右巻き三巴に圏線を隔て

て17個の珠文を配す。配置や大きさに微妙な癖をもった巴や珠文はⅢa類のものと完全に一致し、Ⅲ

a類の箔の外側圏線から外を切り詰めたのが、このⅢb類と考えられる。瓦当面のハナレ砂は施されな

い。瓦当裏の括れは深いが、Ⅲa類よりは浅い。丸瓦部外面には縦ナデを施すがやや粗雑で、縄叩痕が

明瞭に観察される。丸瓦部内面はコビキB痕が顕著であるが、これに遅れる布目は細かく、0．7～1．5cm

間隔で粗い横糸が縫っている。吊紐はD。丸瓦側部内角の面取ケズリは休部から一様に瓦当裏に達し、

玉縁下角の削り込みは、Ⅲa類などより丸瓦休部に深くかかる。全体に器壁は薄くなっている。器面は

淡灰黄色を呈し炭素の吸着度は悪い。胎土の断面も同色で、生地は細かいが1mm内外の砂粒を含み、全

体の焼成はⅢa類よりもさらにあまい。

Ⅳ類は、普通形態の軒丸瓦ではなく、棟込の菊丸瓦である。全長16．8cm、瓦当部外径12．7cm、文様

区径9．9cmを測る。文様は圏線を伴う左巻き三巴で、珠文は16個。瓦箔の摩耗と傷が顕著で、圏線は

太線化し、掲載個体では右側に縦の亀裂が入っている。巴の頭部は互いに連続しているが、瓦箔当初

からのものか摩耗による結果かは判らない。瓦当面のハナレ砂は施されない。瓦当裏の括れは深く、瓦

当上角は鋭角となる。丸瓦部は瓦当裏では丸曲線であるが尾端に向かって板状化する。その外面は粗

い縦ナデ、内面はコビキB痕が観察できるが、棟込瓦だけにかなりナデが及んで消されている。器面

は淡灰黄色で、炭素の吸着は悪く、断面も同色で、全体の焼成もあまい。胎土の生地は細かいが赤褐

色の鉄分粒など1mm内外の砂粒を含む。

第Ⅴ類は全長31．4cm、瓦当部外径12．9cm、文様区径9．4cmを測る。文様は井桁文の内側に下り藤と

みられる表現があり、周囲に圏線を隔てて珠文15個を配する。瓦当面にはハナレ砂を付着させる。瓦

当裏は括れるが顕著でなく、丸瓦部外面は面取的縦ナデで、微かに縄叩痕が遺存する。丸瓦部内面の

布目は細かく、見かけ上はコビキA痕より優位に残る。吊紐痕はD。丸瓦側部内角の面取ケズリは瓦

当裏が浅くなり、玉縁下角の削り込みの丸瓦休部へかかる程度はⅢa類とⅢb類の中間的。器面は黒灰

色で炭素の吸着度が良く、断面は灰色、2mm以下の赤褐色鉱物粒ほかの砂粒を含む。全体の焼成は堅撤。

井桁と藤は吉備津神社社家の藤井氏の紋であり、こうした一種の家紋瓦が、既にコビキA段階に成立

していたことになる。

Ⅵ類は瓦当部外径13．8cm、文様区径9．5cmで、文様は五四の桐に12個の珠文を伴う。瓦当裏の括れ

は前述各類よりかなり浅い。丸瓦部内面は細かな布目が顕著に遺存し、コビキはB。器面は淡灰黄色、

断面は表部が同色、芯部が暗灰色で、炭素の吸着や焼成はあまい。胎土には赤褐色の鉄分粒を含む。

Ⅶ類は瓦当部外径13．5cm、文様区径10．0cmで、文様は五七の桐。瓦当面にキラコ（雲母片）を伴う。

丸瓦部内面はコビキB痕に細板状叩きが全面に密に及ぶ。器面は黒灰色、断面は単調に灰色で、炭素

吸着・全体の焼成ともに良好。胎土の生地はやや砂質で、1mm以下の砂粒を含む。

軒平瓦　I～Ⅳ類を報告する。中心飾はI類が半裁菊花、Ⅱ類は立体感のある宝珠、Ⅲ・Ⅳ類

は凸線表現による宝珠で、文様系統、胎土・焼成、ハナレ砂などからI・Ⅱ類とⅢ・Ⅳ類に大別でき

る。

I類は全長33．3cm、瓦当幅24．9cm、瓦当弧深5．0cm、脇区幅1．3cmで、最も弧深が深く、脇区が狭

い。文様の唐草は五転で、瓦当面と平瓦部凸面にハナレ砂を付着させる。瓦当上角を最大幅1．0cmで面

取りし、平瓦凹面には細かい布目がナデ消されずに残っている部分がある。器面は黒灰色で炭素の

吸着が良く、断面は一様に灰色で、全体の焼成は良好で堅徹、胎土は生地が細かい。

Ⅱ類は全長27．3cm、瓦当幅23．4cm、瓦当弧深4．1cm、脇区幅2．7～4．0cmを測る。文様の唐草は四転

が確認できるが、瓦箔の切り詰めの結果で、本来は五転の可能性が考えられる。中心飾の宝珠の下に

は二条線による専状の表現がある。やはり瓦当面と平瓦部凸面にハナレ砂を付着させ、瓦当上角を最

大幅1．5cmで面取りし、平瓦凹面には細かい布目がナデ消されずに残っている部分がある。瓦当裏は瓦

当面にほぼ平行で、断面が長方形に近い。器面は黒灰色で、炭素吸着・全体の焼成とも良好で、胎土

は生地が細かく堅撤。
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第4図　御釜殿の鬼瓦
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Ⅲ類は全長31．5cm、瓦当幅25．6cm、瓦当弧深3．5cm、脇区幅2．0cmを測る。文様の唐草は大小の巻／

きが複雑に絡んで六転する。瓦当面などのハナレ砂は施さない。I・Ⅱ類では平瓦尾部付近に釘穴を

持つのに対し、このⅢ類はⅣ類と共に釘穴を持たない。瓦当上角の面取りはないが、瓦当裏下角と平

瓦小口上角を面取りする。瓦当裏側面はケズリによって薄くなり、結果として断面長方形となってい

る。また、平瓦部凹面には細かい布目が十分にナデ消されずに比較的顕著に観察できる。器面は炭素

がよく吸着して黒灰色を呈する部分もあるが、暗灰黄色の部分もある。断面は灰色で、‾胎土の生地は

細かいが黒色粒（酸化炎なら赤褐色に発色か）を顕著に含む。

Ⅳ類の文様は、明らかにⅢ類の文様構成を受け継いだものである。掲載個体は、複雑な五転の唐草

が確認できるが、瓦箔の両側部を切り詰めた結果である。後述のように瓦箔切り詰め前の個体が他遺

跡で確認でき、これに便宜的にⅣa類の名称を与えるため、御釜殿例はⅣb類としておく。本Ⅳb類は

全長28．8cm、瓦当幅25．0cm、瓦当弧深2．5cm、脇区幅4．0～5．3cmを測り、瓦当弧深が浅く、脇区が

広い。Ⅲ類ほか前述各類と比べて、瓦当高が低く、平瓦部厚も薄い。瓦当面などのハナレ砂や、瓦当

上角ほかの面取りは施さない。平瓦部凹面は、瓦当付近に幅2～3cmの板状圧痕を残し、全面はナデが

比較的粗雑にもかかわらず布目痕は観察できない。器面は灰色～暗灰色で炭素の吸着は十分ではない。

断面は灰色で、胎土の生地は細かいが、1m内外の砂粒を含む。

鬼瓦　銘文が確認された大棟南端の鬼瓦について記す。鬼面の鬼瓦で、最大幅65・5cm、最大高52・8

cm、最大厚27．9cmを測る。厚さ9．1～10．0cmの板に鬼面を貼り付ける構造で、板部は外周を残して背

後からくり込まれ、裏面中央に固定のための把手穴がケズリ出されている。鬼面の左右は体部からヒ

レ部にかけて深さ約1．5cmで帯状の窪みがあり、各々8個の貼り付けによる円形文が配される。板部下

半の左右には、ケズリ込みによる断面Ⅴ状の溝が渦を巻く。ヒゲは円錐形で、段と縄紐押捺あるいは

棒状工具押し曳き状の凹凸による表現がらせんを切る。口は開き、上下左右に犬歯（牙）が4本、その

間を上下とも4本の歯を表現する。唇の歯に対する段差は約2．5cm、唇の額に対する段差は約11cmで、

鼻は高くまた立体的である。額の上には月輪があり、鬼面本体の厚さは約19cmといえる。眉の細部は

縄目状の表現で、額の左右には花弁状の起伏がある。角は細い円錐状で僅かに上に反るが、左角の先

は欠損している。耳は板部に直接貼りつき、比較的扁平である。器面は暗灰色～淡灰褐色で、断面は

表皮部が淡灰褐色で芯部が暗灰黒色、胎土の生地は細かいが黒色もしくは赤褐色の鉄分粒を多く含み、

最大長2cmほどの木炭細片も混ざっている。

銘文はへラ書きで、四か所に分かれるが、総て板部の側面にある。鬼面右方の二行は「備力中国安

原泉守ヵ　ロ建立謹自認力之」、鬼面右方の二行は「□大工藤原朝臣　□家五郎左衛門」と読めるが、

双方とも判読部の上片は器面が荒れ、さらに上に字があった可能性もある。鬼面右ヒレ部下面には「

慶長十七壬子年」、左ヒレ部下面には「九月吉日」が明記されている。この銘文は御釜殿の棟札と建立

の年月が一致し、「安原泉守」は棟札でいう「安原和泉守草壁真人徳忠」、「□大工藤原朝臣」以下は棟

札でいう「瓦作　藤原五郎左衛門」であることは明らかである。

格子のタタキ痕を持つ平瓦　13世紀末ないしは14世紀に遡る可能性のある2点を記す。いずれも

亀山焼（4）とみられ、凸面には格子タタキ痕、凹面には布目痕を残す。格子目は、平瓦1が3～5mm、平

瓦2が1．5～2mmで、平瓦2の方が細かく凹部が深くて凸部の稜がシャープである。布目も平瓦2の方

がかなり細かい。平瓦1の方が古相といえよう。共に平均的な器厚は1．2cm程で近世初頭の平瓦に比べ

て薄く、器面は暗灰～灰色、断面の表部は淡灰色、芯部は暗灰色に発色し、須恵質というよりは瓦質

焼成である。

瓦の組合せと年代　軒丸瓦Ⅶ類は最新相品で、様式化した桐文様、瓦当面のキラコ使用や丸瓦部

内面タタキの状況など、岡山市近郊での近世瓦の一般的編年観（5）に照せば、幕末ないしは古くとも江戸

中期後半に位置づけられる。次に新しいのは軒丸瓦Ⅵ類で、桐文の形態や大形化した12個の珠文その
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他の特徴から、江戸前期としてもその初頭には遡り得ない。

軒丸瓦Ⅵ・Ⅶ類を除いた残りが、江戸初期ないしはそれ以前と考えて良い特徴を持っている。御釜

殿が建てられた慶長17年（1612）には、先進的な大坂や播磨はもちろん岡山城に瓦を供給した瓦師集

団においてもコビキAからコビキBへの転換を終えている（6）。従って、今の御釜殿創建時の新調瓦もコ

ビキBである可能性が高く、軒丸瓦Ⅲb類と実際には棟込瓦である軒丸瓦Ⅳ類が該当する。銘を持つ鬼

瓦も、基本的にはこれらと同じ胎土・焼成などの特徴を持ち、同様の論法と法皇から組み合う軒平瓦

はⅣb類であったと見通せる。慶長17年の軒丸瓦Ⅲb・Ⅳ類、軒平瓦Ⅳb類組合せは、後述する他の

遺跡や建造物での紀年銘も含めた共伴関係でも傍証される。

そうするとコビキAの軒丸瓦I～Ⅲa・Ⅴ類、軒平瓦のI～Ⅲ類は慶長17年よりも製作年代が遡る

流用古瓦とみなせる。『多門院日記』の永禄11年（1568）に「キヒツ宮二鳴釜在之」とあって前身建

物が予想されるし（7）、前近代での古瓦流用の一般的状況からしても、当然ありえる事である。事実と

して御釜殿では中世中葉にまで遡る平瓦までもが現役で掲げられていたのである。瓦当を残す流用

瓦の組合せと年代を考えてみると、ハナレ砂の有無、焼成や炭素の吸着度、胎土、法皇、それに大局

としての時期観から、軒丸瓦I・Ⅱ類は軒平瓦I・Ⅱと、軒丸瓦Ⅴ類は軒平瓦Ⅲ類と、軒丸瓦Ⅲa類は

軒平瓦Ⅲ類と組み合う可能性が高い。最古相の軒平瓦I類は、法隆寺の瓦の編年観（8）などに照せば15

世紀後半から16世紀前葉までの振幅のうちに位置付けられよう。軒丸瓦I類、Ⅱ類がそれと組むとす

るには、巴外周の圏線欠如が示す新相観が気がかりではあるが、作りや技法は確かに古相である。軒

平瓦Ⅱ類は、脇区の広さや唐草の展開状況などからすればⅢ類より一見新しくも思えるが、慶長17年

までは下るまい。弧は深くハナレ砂を伴い焼成も良好で、中心飾が宝珠であることや唐草の展開状況

は、逆に軒平瓦Ⅲ類に繋るという見方もできなくはない。軒丸瓦Ⅲa類と軒平瓦Ⅲ類の組み合わせは後

述のように天正14年（1586）以前、概ね16世紀中葉以後に位置づけられる。

少なくとも軒丸瓦Ⅲa・Ⅲb・Ⅳ類、軒平瓦Ⅲ・Ⅳb類は、次に述べるような宮内の瓦師の製品と

みられるものである。また藤井氏紋の軒丸瓦Ⅴ類や中心飾宝珠の軒平瓦Ⅱ類は、製品の特徴からは

それらと一応分離されるが、瓦当文様と時期観からすれば宮内の製品である可能性を検討する余地が

ある。宮内は吉備津神社の門前町で近世は社領の内、現在は岡山市吉備津のなかの字名となったが、い

まなお広く知名度を保っている。

2．宮内の瓦師の活躍

製品の供給先　御釜殿を離れて、瓦師「五郎左衛門」銘と御釜殿の軒瓦と同箔品の所在状況をみ

てみる。なお、本項では先に示した御釜殿の軒瓦の分類標記をそのまま用いるが、瓦箔に限定し、製

作技法、法皇・形態、胎土・焼成までもが同じである事を意味しないものとする。

御釜殿の鬼瓦銘や棟札では瓦師「五郎左衛門」の本拠は明示されていないが、笠岡市甲腎の神護寺

本堂には天正14年（1586）の「かわら大工　五郎左工門」などを記した銘瓦や天正15年（1587）の

「大工宮内五郎左衛門」ほかを記した瓦葺上げ時の棟札がある（9）。これに伴う軒瓦は、正に軒丸瓦Ⅲb

類と軒平瓦Ⅲ類である。また、吉備津宮の関連社で同じ吉備津彦命を祭神とする総社市小寺の御崎

神社（10）では、共伴する軒瓦はもはや不詳であるが、「宮内大工藤原五郎左衛門」銘の鬼瓦と慶長14年

（1609）銘の鬼瓦がセットで確認されている。神護寺と御釜殿の軒瓦箔の共有、少なくとも近郊で同時

代の宮内以外の「五郎左衛門」の瓦師銘などは見当たらないこと、後述するような製品分布状況や後

身瓦師の存在などから、これらの「五郎左衛門」は同じで備中国吉備津「宮内」の瓦師と判断できる。

岡山市矢坂の富山城紬では、軒丸瓦Ⅲa類と軒平瓦Ⅲ類が出土している。天正14年（1586）の神護

寺では既に軒丸瓦はⅢb類に改造されているから、富山城例の製作はそれ以前に位置づけられる。この

組合せは、御釜殿での流用瓦の組合せとも共通するが、瓦箔の傷み具合からして富山城の方が先行し
そうである。

岡山市吉備津の吉野口遺跡（功では、慶長年間ごろの唐津焼や備前焼などを伴う溝14から普通形態の

軒丸の瓦当としての軒丸瓦Ⅳ類（吉野口遺跡軒丸Ⅲ類の一部）と吉野口遺跡軒平I類、別の場所から
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第6図　宮内の瓦師による製品

慶長14年（1609）銘の鬼瓦片、軒平瓦Ⅳb類

が出土した。これらは、この地にあった道勝

寺の瓦と理解されている。このうち、軒丸瓦

Ⅳ類は、御釜殿のⅣ類と同じ縦割れ箔傷が既

に入るがまだ弱く、文様全体も相対的に

シャープである。また、軒平瓦Ⅳb類の唐草左

右端の切り詰めは、内から5つ目の巻きが、御

釜殿のⅣb類より微妙に多く残っている。す

なわち吉野口遺跡の組合せは、慶長17年の御

釜殿より僅かに先行的で、鬼瓦片の示す慶長

14年のものとみなして矛盾ない。なお、ここ

の軒丸瓦Ⅳ類の丸瓦内面は、コビキBで布目に

は横糸が縫う。また吉野口遺跡軒平I類は小

形で、御釜殿では確認できないが、中心飾を宝

珠として唐草が三転する文様構成、焼成・胎土

の特徴などから、軒平瓦Ⅳ類の文様を受けた

吉野口遺跡

僅機密
Ⅳb類

吉野口遺跡I類

軒 丸 瓦 類 軒　 平　 瓦

富　 山　 城 Ⅲa類 Ⅲ類
［コビキA］ ［上角面取・凹面布目］

神　 護　 寺 Ⅲb類 Ⅲ類
［天正14年］ ［コビキA］

高　 松　 城 Ⅲb類 Ⅳa類
［コビキA］・ ［上角面取・凹面布目］

吉野口遺跡 Ⅳ類 Ⅳb類古・吉野口I類

［慶長14年］ ［ヲビキB］ ［面取と布目．は無し］

吉嘩津神社 Ⅲb ・Ⅳ類 Ⅳb類新
御　 釜　 殿 ［コビ阜B］ ［面取と布目は無し］

［慶長17年］ ＋伝世のⅢa類 十億世のⅢ類

宮内の瓦師による製品の組合せ

宮内の瓦師の新たな製品である可能性が強く、

吉備津神社の末社で境内の南端にある瀧祭社などでも現役で散見できる。

岡山市高松の備中高松城03）では、軒丸瓦Ⅲb類と軒平瓦Ⅳa類が確認できる。軒丸瓦は同じⅢb類で

も、御釜殿と異なってコビキは未だAである。軒平瓦Ⅲ類より新相のⅣa類は、瓦箔の切り詰めを経た

慶長14年の吉野口遺跡出土品より当然古く、高松城例は天正14年から慶長14年の間に位置づけられ

よう。これは、その清水宗治期ではなく、宇喜多家中の花房期か初期の高松陣屋期に該当する。

このほか、軒平瓦Ⅲ類が総社市総社の総社宮神楽殿と倉敷市林の熊野神社長床、軒平瓦Ⅳb類が岡山

市平山の法土寺本堂で確認できたが、これらを戴く建物は瓦の製作年代までは遡りえず、流用古瓦と

して存在する。また、岡山市津寺の津寺遺跡高田調査区溝5404）からは軒丸瓦Ⅳ類が出土している。
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なお、軒丸瓦I・Ⅱ類、軒平瓦I・Ⅱ・Ⅴ類の同箔品は、今のところ確認できていない。

製品の特徴　　ポイントになる建造物や遺跡での、軒丸・軒平瓦の状況をまとめると前貢の表のよ

うになる。今のところ、銘の上では天正14年を最古とするが、富山城例からして、それに先行して宮

内の瓦師が成立していたことが判る。その主要な瓦箔は、表に掲げた時間枠のうちでは、軒丸瓦が2つ、

軒平瓦が吉野口遺跡I類を含めても3つで、多種多様な箔を絶えず同時に使って大規模生産を行ってい

たとはみなし難い。瓦箔の継続使用期間は、例えば軒丸瓦Ⅲ類は天正14年と慶長17年を含む26年間

以上であることが判るが、Ⅲaとしての使用期間なども考えると実際は40年程度にも及ぶかもしれな

い。また、軒丸瓦Ⅳ類も、吉野口遺跡例において既に瓦箔の傷みが著しく、瓦箔初期の製品は未確認

ではあるが、事前の相当な使い込みが予想される。

瓦箔の使用期間の長さとも関連して、瓦当文様は製作時期の割りに古相を帯びているといえよう。す

なわち、慶長17年の御釜殿に至るまで、軒丸瓦では巴外周に圏線を残して巴頭部も見かけ上は接して

いるし、一貫して中心飾に宝珠を据える軒平瓦でも、併行期の岡山城での唐草は既に三転ないし二転

化している（15）のに対し、五転余りもあって複雑に展開している。古い要素の温存は成形技法についても

言えることで、慶長17年でも丸瓦部外面の縄叩痕が残存し、コビキBの導入までは平瓦凹面に布目痕

を残している。そのコビキ技法のAからBへの転換は、高松城例と慶長14年の吉野口遺跡例の間に行

われているが、今はそれ以上の年代限定はできない。なお、御釜殿の瓦でみた瓦当面のハナレ砂不在、

丸瓦部内面の布目を縫う横糸の存在、生地は細かいが赤褐色ないしは黒色の鉄分粒をしばしば含む胎

土、炭素吸着度の低さ、全体の焼成のあまさからくる軟質性や器面・断面表部の黄～褐色傾向も、他

所に供給された瓦を含めた宮内の瓦師の製品全般に普遍化できる特徴といえそうである。そのうち天

正頃と慶長頃の製品の質を対比してみると、後者は明らかに粗雑化している。

宮内の瓦師の活躍　いま確認できる限り、軒丸瓦Ⅲ・Ⅳ類、軒平瓦Ⅲ・Ⅳ類は、基本的に備中南

部の平野部全域に分布するが、当時のこの地域の瓦を独占している訳ではない。また備前の中・東部
には及ばない。

今のところ分布の東限をなすのは備前西縁の富山城で、ここに天正14年以前の宮内の瓦が及んでい

ることは、文禄から慶長初めの岡山城の近世城郭への改造期（本丸中の段第Ⅱ期）以降に活躍する宇

喜多氏直属ないしは岡山の瓦師佃がこの段階では十分に確立していなかったことの裏返しであろう。こ

の段階の備中は毛利方が優勢であるから、これは自立性をもった瓦師による政治的領域を越えた供給

関係であった可能性がある。

岡山城的では、とりわけ膨大で多種多様な瓦が同時に供給された文禄から慶長初め頃の組成の内に

も、これら各類は今のところ兄いだせない。この時期の宮内の瓦師銘が、寺社などで確認できていな

いことに加え、当時の岡山城主である宇喜多秀家は、吉備津周辺を支配する一方、吉備津神社本宮社

の造営などを援助しており、状況とすれば岡山城の瓦作りに参画していてもおかしくはないが、仮に

動員されていたとしても、事前事後で大差ないその小規模性や保守性と合わせて、宮内の瓦師がその

主力でないことだけは確かであろう。宮内に程近いが社寺ではない高松城や津寺遺跡でも、出土瓦の

うち宮内の製品は少数派である。少なくとも慶長・元和年間を含む段階、つまり高松城の宇喜多（花

房）期末から初期高松陣屋関連期、それに唐津や明の染付と共伴する津寺遺跡（榊原氏の津寺知行所

関連？）での量的な主体は、吉備津神社一帯では確認できない岡山城での主力と同箔・同文08）の瓦群と

いえる。なお、高松城出土品で特殊な意匠として古くから注目されている弓・矢に若荷の文様をもつ

軒平瓦（19）については、胎土・焼成・技法から、全体とすれば、宮内の瓦師の製品である可能性が考えら

れる。やはり宮内の瓦師による製品がまとまるのは、やはり神社そして寺である。

宗教的権威と一定の経済力を備えた吉備津神社の門前にあって、その庇護を受けて威光を背負い、そ

の家政的生産機能を担いながらも自立性を保ち、主に近郊ないし関連の社寺での需要に応じて小規模

生産をくり返し、少数の瓦箔を長年保持して、文様や技法は古い形態を保守する。それが中世末から
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近世初頭、とりわけ天正10年（1582）の高松城水攻め以降の安定期に社寺建築復興の波に乗って活躍

した、宮内の瓦師「五郎左衛門」の姿であろう。それは、同時代にあって近世岡山城の建設に主力と
．

なって活躍した都市の瓦師とは異なった存在である。

その後の宮内の瓦師　　御釜殿の後、銘の上では、元和2年（1616）の吉備津神社本殿屋根（基本

的は槍皮葺）葺替時の棟札榊に「瓦工　五郎左衛門」の名がある。その後しばらくは、宮内の瓦師の記

銘資料は確認できていないが、江戸中期の宝暦・明和年間（1751～1771）には複数の資料がある。例

えば、岡山市平山の法土寺本堂の露盤や鬼瓦には明和4年の「宮内村河村助三郎秀利」銘があり、岡山

市吉備津の普賢院仁王門鬼瓦には宝暦3年の同名瓦師銘がある。また、吉備津神社内では、宝暦4年の

「瓦大工藤井」銘や恵比寿社の明和9年の「瓦大工　藤井五郎左衛門」銘をもつ鬼瓦が確認できた。藤

井銘の鬼瓦二点は普賢院の河村銘一点と共に「宮内」を明示しないが、それはその所在地自身が宮内

であり、彼らは「吉備津宮瓦大工」だからである。御釜殿の「五郎左衛門」はこの藤井家に襲名され

ているのではなかろうか。「藤井」は吉備津宮の社家の名字であり、その姓は藤原である。御釜殿の鬼

瓦の「家五郎左衛門」上の判読不能部には「社」か「藤井」が付くのかもしれない餌。そうすれば、彼

の出自と格付は吉備津神社の社家の内ということになり、名実ともに家政的職能者といえよう。

江戸前期以降の吉備津神社用とみられる特殊な軒瓦、例えば桐文の軒丸瓦Ⅵ類も、彼らの製品であ

ろう。江戸中期以降は、吉備津の瓦師の一般的軒平瓦の主力は、もはや中心飾を宝珠とするものでな

く、岡山城下の瓦師と共通で中心師に三巴を据える岡山系三巴文幽などで、現代に続いている。

幕末には、吉備津神社内でも例えば文政元年（1818）の「加茂村安原喜左衛門元宗」銘の鬼瓦が確

認できる。加茂は宮内の西方近隣にあって、新興の瓦師とみられるが、宮内の瓦師の本拠地である吉

備津神社内に食い込んでいる。膝元での独占が崩れたことから、幕末には宮内の瓦師はやや勢力減退

気味になったともみれるが、それほど瓦師間の競争は壮絶であったのであろう。幕末の加茂の瓦師に

よる一般用軒平瓦の主体は、宮内と同じ岡山系三巴文や菊唐草で、加茂の瓦師は宮内の瓦師と系譜的
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に深い繋りを持って成立した可能性もある。吉備津神社用に作られたとみられ、今も境内に類品が多

い桐文の軒丸瓦Ⅶ類は、宮内もしくは加茂の瓦師の製品とみられるが、どちらであるかは個体そのも

のからは判断し難い。　　　　　　　　　　　一

本稿は、宮司の藤井敬氏をはじめ、吉備津神社の多大なご協力の賜物であり、数多くのご教示も受

けた。また、各出土品や吉備津神社・宮内に関する史料と理解については出宮徳尚・根木修・草原孝

典の各氏、笠岡の神護寺の瓦については田中幸夫氏のご教示を得た。拓本・実測などは谷口光子・八

木留利子・大西千鶴の各氏の助力を得たものである。記して感謝いたします。　　　　（乗岡　実）
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（1細　注17に同じ。

（瑚　玉井伊三郎『吉備古瓦国語』吉備考古合国語刊行所1941

個　注1a・bに同じ。

（21）御釜殿鬼瓦の「五郎左衛門」の名字のもう一つの候補として、吉備津神社各建物の棟札に大工としてよく登場す

る堀家（毛）が考えられる。堀家もまた吉備津宮の社家の一つである。

㈲　注5aに同じ。

脱稿後、北村圭弘氏のご指摘をきっかけに、軒平瓦Ⅲ類について再検討した結果、唐草の微妙な変化などから、富

山城出土品と御釜殿の今回掲載品は同文異箔で、軒平瓦Ⅲ類としたものには最低2つの瓦箔があった可能性が強く

なった。富山城出土品と同箔とみられるものには注19書に掲載された同じ「吉備津宮」の資料があり、いずれも脇区

の狭さなどから古相を帯びていて、箔の製作自体はこちらの方が御釜殿の今回掲載品の箔より古い可能性が窺える。

神護寺や総社宮の現役資料は、御釜殿の今回掲載品と同じかより近いものが主体である模様。
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あ　にじんじゃうらやま

安仁神社裏山出土銅′鐸

安仁神社裏山出土銅鐸は1893年4月に社地背後の山崖　．．．1．．

の崩落土中より発見されたものと言われ、古くは1897年　も

に若林勝邦、沼田頼輔両氏により報告されている（1）。出土

地である安仁神社は吉井川河口部左岸の谷中央付近に所

在し、古くはその足元まで海が湾入していたと言われる。

安仁神社鉾に関してはこれまでに梅原末治により報告、

実測図が公表されている（2）。また近年、安仁神社鐸を含む

銅鐸群の位置付けや系譜関係に複数の見解が提出されて

おり、その鍵となる銅鐸として重要な位置を占める。こ

の報告は1991年に岡山県重要文化財に指定されたのを機

に、所蔵者である安仁神社の了承を得て観察、再実測をお

こなったものである。なお、梅原末治実測図の面をA面、

その裏面をB面とする。

銅鐸の特徴

型　式：偏平鉦式四区袈裟樽紋銅鐸

色　調：暗線灰色～黄緑色

状　態：錆は一部の斜格子紋の凹部に白緑色の錆が薄く

付着している以外にはほとんど認められない。内

面も薄く青緑白色の錆が浮いているがひどいもの

ではない。鐸身はおそらく錆を落としたときのも

のと思われる刃物による削痕が縦方向にほぼ全面

についており、そのために紋様の多くが削り取ら

れている。また、鉦や舞においても削痕は激しく

三年≒≡三

第1図　銅鐸出土地

A 面 B 面

総高 31．2

鐸身高 23．4 23．5 （23．0）

舞 の長径 10．4 10．7

舞 の短径 7．‾3

下辺横帯 の下界 線下端 の長径 14．3 14．4

同短径 9．1

鐸 身下線 の長径 16．．3 16．4

同短径 10．4

鰭幅 1．5～ 2．0 1．3～ 1．8

紐高 8．0 7．9

菱環 中央部 の厚 さ 0．6

表1　安仁神社銅鐸法量一覧表（単位：cm）

特にB面では刃物の痕跡が生々しく残る。しかしB面には錆、土が残る部分が多く、紋様が不

鮮明なのは削られたことが原因というばかりではなく、紋様の鋳出状態自体が悪い面もある。青

銅自体の状態は比較的良いようで、光の加減によっては金銅色に輝いて見える部分もある。

形　態：形態は、内反りが大きいこと、鐸身がやや偏平であることを特徴としてあげられる。全体に

ややいびつであり、A面とB面とで法皇の差・ずれが大きく、‾鉾の器壁の厚さも0．3～0．5cmと

やや肉厚な印象を受ける。舞に2、鐸身に4の型持孔、鐸身下辺に型持の切り込みをもつ。型持

孔のうちA面右上のものは鋳掛けによりつぶれている。下辺の型持の切り込みは高く切れ上
▼

がっている。

紋　様：A面、B面で紋様に大きな違いは認められない。先述の削痕等のため紋様は概して不明瞭であ

るが、B面で特に顕著である。

鉦の紋様帯は鰭からつづく第1紋様帯に内向する鋸歯紋、第2紋様帯は連続渦紋、菱環部に綾

杉紋を配する。B面では不明瞭だが、A面では鉦の第1紋様帯の鋸歯紋の方向は中央部から左右

対称となっており、左側の鉦ではR鋸歯紋、鰭ではL鋸歯紋、右側ではL鋸歯紋、R鋸歯紋の順

で配されている。菱環紋様帯の綾杉紋は中央に3本の直線を挟んで対向している。

鐸身は槙帯優勢の四区袈裟樺紋、下辺横帯は鋸歯紋、下辺横帯の下の界線は3本である。下辺

横帯の鋸歯紋も鉦および鰭と同じく、中央串、ら左はL鋸歯紋、右はR鋸歯紋となっている。U字

形の飾耳が3対存在するが、下の2対は頭部がなく4本の実線表現のみである。この2対の飾耳

は鰭の鋸歯紋と重複しており、A面左下のものは実線表現が3本しか認められない。またA面向
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第2図　鋳型補修痕

かって右上の飾耳は鋳掛けにより作り出されており、半環状飾耳が彫り出されている。また、鰭

の鋸歯紋は基本的に鉦第1紋様帯から続くものだが、A面左側の鰭では中央部付近から鋸歯紋の

方向が再び反転してR鋸歯紋になっている。

鋳　造：全体に鋳上がりが悪く鉦の連続渦紋、綾杉紋は特に不鮮明になっているほか、鉦の菱環部の

付け根や内面突帯の外側などでは外引けが認められる。また鋳損じ孔も多く各所に鋳掛けを

行っている。特にA面右上の鉦から鰭にかけては鋳掛けによって飾耳も含め作り出されている。

鋳掛け部分には刻みや小孔など「足掛かり」を設けている。内面では足掛りの部分が球状に膨

らんでいるのが観察できる。また先述のようにA面右上の型持たせ孔は鋳掛けによってつぶれ

ており代わりにその上の鋳損じ孔が残されている。舞A面側の型持孔には研磨痕が残る。一方、

鰭から鐸身にかけての屈折部に、①鋸歯紋、袈裟樽紋の斜格子紋が消えている。②鰭では付け

根付近にわずかに肉厚な部分が認められる。③鰭の鋸歯紋、飾耳の付け根などに画き足しと見

られる描線の食い違いが認められる。④A面右側の下辺横帯付近、B面左側中位に鋳型側のひび

とみられる描線とは異なる実線が存在する。といった状況が認められ、鋳型を補修した痕跡と

思われる。

以上の特徴および紋様の描線も伸びがなく、著しいはみ出し等も認められないことから石製

鋳型による製品と考えられる。少なくともこの銅鐸以前に造られた同箔鉾がひとつは存在する

ものと思われるが、現在までに同箔鐸は確認されていない。

まとめ

安仁神社鉾は色調、鋳造上の特徴などから石製鋳型で作られたものと判断でき、従来的には偏平鉦

式の古段階（Ⅲ－1式）に位置付けられる。Ⅲ－1式の四区袈裟樺紋銅鐸のうち、3対の飾耳を持つも

のは少なく、この安仁神社鉾の他に伝大阪府四候畷出土銅鐸、出土地不明平泉澄香氏旧蔵2号銅鐸があ

る。難波洋三、春成秀爾両氏はこれら3鉾を「安仁型」とし、Ⅱ－2式の3対耳四区袈裟樽紋銅鐸群の

系譜をひき、Ⅲ－2式の渦森型、長者ケ原型につながる3対耳四区袈裟樺紋銅鐸の系譜を指摘してい

る（3）。これに対し、中野倫太郎氏は3対耳以外の諸特徴の共通性から種松山型銅鐸群を含む一群のな

かに含める説をとる（4）。中野氏の論は飾耳の変遷、石製鋳型から土製鋳型への画期などからⅢ－1式

四区袈裟樺紋銅鐸群の一部をⅡ－2式併行に引き上げるもので、従って安仁神社鐸を含む3鐸は難波・
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春成両氏のⅡ－2式3対耳四区袈裟樺紋銅鐸群とは併行する別の系統の一群ということになる。

ここで安仁神社鐸をみると、下2対の飾耳は耳脚のみの表現である上に鋸歯紋と重なったり、実線表

現が3本しかなかったりと3対耳への過渡的な様相ととらえられる。また、鉦に鋸歯紋、連続渦紋、綾

杉紋を配する、横帯優先の四区袈裟裡紋、鐸身の形態などの特徴は種松山型と共通するものであり、銅

鐸絵画や四頭渦紋など共通する部分の多いⅡ－2式3対耳四区袈裟裡紋銅鐸群と渦森型の間をつなぐ銅

鐸群とは考えがたい。したがって安仁神社鐸は種松山型と同系統の銅鐸であり、1対耳の種松山型銅鐸

群と二重U字の飾耳3対をもつ伝四條畷鉾をつなぐものととらえられ、その編年的位置も1対耳から3

対耳という変化を含むことから、中野氏の指摘するようにⅡ－2式段階とするのが妥当と思われる。ま

た安仁神社銅鐸において注目されるのは、鋳型の補修痕が認められることである。この鰭の付け根部

分は鋳型では稜になる部分であり、鋳造の際最も破損しやすい部分といえる。このことから安仁神社

銅鐸は少なくとも2作目以降の鋳造品であると思われるが、同氾鐸は確認されていない。

（安川　満）

（1）若林　勝邦1897

沼田　頼輔1897

（2）梅原　末治1927

梅原　末治1951

（3）春成　秀爾1992

（4）中野倫太郎1992

「考古資料　備前備中の銅鐸」『考古学雑誌』第9号　日本考古学舎

「吉備考古雑狙」『考古学雑誌』第9号　日本考古学舎

『銅鐸の研究』資料編・図録福　大岡山書店

「岡山県下発見の銅鐸」『吉備考古』83　吉備考古学会

「銅鐸の製作工人」『考古学研究』第39巻第2号　考古学研究会

「銅鐸」『吉備の考古学的研究』（上）近藤義郎編　山陽新聞社
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片岡家所蔵出土地不明銅鐸
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片岡家銅鐸は片岡家に所蔵される多くの考古資料のひとつである。本銅鐸に関しては根木修氏によ

り詳細な報告がなされている（1）が、1991年片岡家当主片岡俊彦氏のご厚意により観察、再実測する機

会を得た。片岡家銅鐸は出土地、出土の経緯とも不詳である。1975年8月8日には岡山市の重要文化

財に指定されている。本銅鐸はその特徴的な紋様などから位置付けの難しい銅鐸といえる。根木は下

辺横帯の紋様構成などから福田型銅鐸との関連を指摘し、福田型銅鐸と偏平鉦式との問をつなぐもの

として位置付けている。しかし近年、福田型銅鐸の位置付けもゆれており、片岡家銅鐸も福田型銅鐸

との関連の有無にかかわらず再検討の余地があるものと思われる。なお、鐸面の表現（A面、B面）は

根木報告に従うものとする。

銅鐸の特徴

型　式：外縁付紐2式四区袈裟樺紋銅鐸

色　調：暗緑色

状　態：茶室に吊り下げられ、ドラなどの代用品と

して鳴らされていたということで、A面のほ

ぼ中央下半部、同やや右よりの第2横帯下半

に打撃によるくぼみが存在する。また錆落と

しのためと思われる刃物によるキズが随所に

みられ、特に鉦において顕著で紋様がほとん

ど削られている。内面は薄く青緑白色の錆が

全面を覆っており、錆落としや土をかき出し

た時につけられたと思われる傷が各所に認め

られる。長期にわたり吊るされていたためか

鉦外縁、鉦孔の破損も激しく、鰭の端部も破

A 面 B 面

総高 （21．9）

鐸身高 17．1 17．0

舞 の長径 7．7 7．5

舞 の短径 4．8

下辺横帯 の下界線下端 の長径 10．6 10．7

同短径 6．9

鐸身下線 の長径 11．2 11．4

同短径 7．2

鰭幅 1．1～ 1．3 0．9～ 1．1

．紐高 4．8 4．9

菱環中央部の厚 さ 0．5

表1　片岡家銅鐸法量一覧表（単位：cm）

損している。

形　態：やや内反りのある小型の銅鐸で、舞に2、鐸身に4の型持孔、鐸身下辺に型持の切れ込みをも

つ。下辺の型持孔はやや高く切れ上がっている。鐸身はやや偏平で鉦の菱環は低く、外縁との

境界は不明瞭。鐸身上端に一対の飾耳をもつ。

紋　様：鉦は綾杉紋の菱環紋様帯、鰭からつづく鋸歯紋帯（第1紋様帯）からなる。菱環紋様帯の中央

は3本の軸線により区切られており、綾杉紋はそれを挟んで対向している。鰭には身の上端に飾

耳を一対もち、左右で逆方向の鋸歯紋を配する。この鋸歯紋は飾耳を挟んで鉦の鋸歯紋とも逆

転しているようであり、さらに紐の頂部付近で逆転している。すなわち、向かって左側の鰭か

らLt→R→L→Rの順に施されている。また飾耳はB面では単にU字、あるいは不明瞭になっ

ているもののA面右側のものは中心に軸線をもつものであり、同面左側のものも同様の表現を

とっている可能性もあるが明確でない。

舞面の紋様は内側に先を向ける鋸歯紋である。A面にはL鋸歯紋が配されるが、型持孔にかか

る部分では型持孔に集まる直線群になっている。B面では型持孔付近から左側がL鋸歯紋、右側

がR鋸歯紋となっているようである。

鐸身は横帯優勢の四区袈裟樺紋で、下辺横帯は鋸歯紋、下辺槙帯の下の界線の部分には綾杉

紋帯を配する。A面では袈裟樺紋部分がやや広く、下辺横帯の下の界線は綾杉紋帯の下半分だけ

となっている。下辺横帯の鋸歯紋は、A面ではやや右寄りから左はR鋸歯紋、右はL鋸歯紋、右

端の1つはR鋸歯紋となっている。B面では右端の1つだけがR鋸歯紋、他はすべてL鋸歯紋と

なっている。
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第1図　実測図
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鋳　造：紋様の鋳上がりは比較的よいが、鐸身B面の袈裟樺紋の上半部分等が不鮮明になっているほ

か、A面に3ヶ所、舞からB面にかけてやや大きめの鋳損じ孔が存在する。舞からB面にかけて

のものには10～12個の小孔（足掛り）を設け鋳掛けが行われており、鋳掛け後に袈裟樺紋を補

刻している。また、鐸面は鋳型のものと思われるわずかな凹凸がみられる。外引けは内面突帯

下側の表などにわずかながら認められるが目立つものではない。

以上の特徴からも、石製鋳型による製品と考えられるが、同箔鉾は確認されていない。

まとめ

片岡鉾は紐の形態、舞の型持孔の形態などから外縁付紐2式に位置付けられている（2）。片岡鉾の特徴

としては第1に舞面に鋸歯紋をもつ、下辺横帯の下の界線が綾杉紋帯になっているといった紋様の特徴

が挙げられる。舞面に紋様をもつ例は他に、兵庫県飾磨郡夢前町神種出土の菱環鉦式横帯紋銅鐸、京

都市右京区梅ケ畑向地町出土の外縁付紐2式四区袈裟樺紋銅鐸（1号鐸）がある。神種鐸は舞面に外向

きの鋸歯紋を3列巡らせるもの、梅ケ畑1号鐸は対向鋸歯紋帯、斜格子紋帯などを複数配するもので、

いずれも片岡鐸に比べ精微なものである。また、下辺横帯の下の界線の部分など鐸身に綾杉紋帯が認

められる例としては福田型と呼ばれる横帯紋銅鐸群の他に、吉田屋旧蔵出土地不明の偏平鉦式四区袈

裟樺紋銅鐸には下の界線の部分ではなく鐸身の下辺に近い部分に、兵庫県神戸市灘区桜ケ丘出土の偏

平鉦式四区袈裟樺紋銅鐸（5号鐸）では各横帯の下半部に綾杉紋帯が施されている。

片岡鉾の位置付けに関して根木は、福田型銅鐸や神種鐸に関連づけられる紋様構成など「外縁付紐

式のなかにあっては、より古い要素」と同時に、鋸歯紋や飾耳の脚の特徴などより新しい様相を指摘

し、福田型銅鐸と偏平鉦式銅鐸のあいだを結ぶものとして外縁付紐式に位置付けている。しかし、福

田型銅鐸は、鐸身の型持孔を持たないなど「普通の」銅鐸とは異なる技術のもとで鋳造されていると

され（3）、編年的位置もⅡ－2式（外縁付紐2式）併行という説や、佐賀県安永田遺跡の鋳型の共伴関係、
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鉛同位体分析などから偏平鉦式のおわりから実線鈍式併行に位置付ける説などがある。従って、片岡

鐸を福田型銅鐸との関連、特に福田型銅鐸と偏平鉦式銅鐸を結ぶものとして評価することは難しい。そ

れでは片岡鉾を他の銅鐸（群）と比較して見るとどうであろうか。片岡鉾の主要部分の紋様構成は多

くの点で種松山型銅鐸と呼ばれる偏平鉦銅鐸群との共通性が指摘できる。片岡鉾と種松山型との共通

点は横帯優勢の四区袈裟裡紋、中央を3本の軸線で区切る菱環部の綾杉紋、外縁～鰭の鋸歯紋が左右対

称であること、一対耳、やや切れ長の身下辺の型持の切り込み、やや偏平な身などが挙げられ、大き

さの差や鉦の文様構成はもとより、身の反りがさほど強くないなど相違点もみられるが、両者が関係

の深い銅鐸（群）である可能性は高い。近年、この種松山型銅鐸とそれに近い特徴をもつ偏平鉦式銅

鐸の一群を外縁付録式併行に繰り上げる説（4）も提出されており、両者の時間的関係も非常に近いもので

ある可能性もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安川　満）

（1）根木　　修1980　「伝片岡家銅鐸」『古代吉備』第8集　古代吉備研究会

（2）難波　洋三1987　「銅鐸研究の現状と課題」『島根考古学会誌』第4集　島根考古学会

（3）森田　　稔1996　「銅鐸鋳型の復元的考察一束奈良出土銅鐸鋳型を中心に」『古代東アジアの青鋼製品鋳造

に関する基礎的研究』

森田　　稔1996　「銅鐸鋳造技法の地域的特性」『弥生後期の瀬戸内海』古代学協会四国支部第10回松山大

会資料　古代学協会四国支部

（4）中野倫太郎1992　「銅鐸」『吉備の考古学的研究』（上）　近藤義郎編　山陽新聞社
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編者ひと　こ　と

埋蔵文化財センター建設予定地が決まりました。用地も取得

されました。図面も最終段階にかかっています。念願の「マイ・

ホーム」は目の前です。岡山市もようやく他市なみになるので

しょうか。まず、期待したいと思います。

今回は、「資料紹介と研究ノート」を設けることができまし

た。調査員たちは発掘調査だけでなく、文化財指定や保存修理

の諸事務などにも関わっており、その時々に資料整備や調査も

行います。その時得る資料は結構興味深いものもあり、それを

契機に迷宮の世界に足を踏み入れてしまった調査員もいます。

四苦八苦あるいは楽しんでまとめたであろう「資料紹介と研究

ノート」を掲載できることを嬉しく思います。調査員の努力に

感謝。今後も余力があれば掲載していきたい。

話をしていると結構面白いことをしゃべるのに、一向に文章

化しない人がいます。話を聞いていると面白いのに、文章では

その面白さが伝わらない人がいます。話も文章も面白い人がい

ます。話は下手なのに、文章は上手い人がいます。話も文章も

下手な人がいます。でも皆一所懸命。みんながみんな同じにな

ることはないと思います。ちがうから楽しいのだと思います。

そんな連中が書いています。

内容について忌悼ないご意見をお待ちしています。

95（平成7）年度概要の正誤表
24貢　第2図　写真の天地が逆

30貢　第3図　写真の天地が逆

埋蔵文化財発掘の届出通知一覧の迫加

57条の2薗山城空ノ丸謡岡山市内山下一丁目11－1013，337㌦事務所・変電所建設岡娼施萄評裏店

98条の2薫。落遺踪岡山市神下・米田地内　　順米田側道橋架設　　岡蹟慧撃員壷孝
集
雄

散
岡山

町落選踪岡山市雄町350番地ほか　100㌦公園造成・浄化槽設置岡豪雷雲撃員壷孝

城空ノ丸謡岡山市内山下一丁目11－1011，血事務所・変電所建設　岡蹟慧撃愚妻孝

岡山市埋蔵文化財調査の概要

－1996年度一

発行年　1998年　3　月　31日

発　　行　　岡山市教育委員会

岡山市大供一丁目1－、1

編　　集　　社会教育部文化課

印　　刷　　大和印刷株式会社
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